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　　1.はじめに
　　2.Y専創立までの主な経過
　　3.高等教育化への動きとY専のポジション
　　4.創立期におけるY専
　　5.Y専の充実と専任校長前田幸太郎
　　6.「アメリカ研究」で成果をあげたY専
　　7.戦時にむかうなかでのY専
　　　 （以上、70巻 2 号）
　　
8 ．「学問の自由」への圧力と一部教員の検挙
　戦時体制に進むなかで、「学問の自由」は大きく制約をうけるとともに、
Y専のなかでも 2名の教員が治安維持法違反を理由に検挙されるという事
態が発生している。 2名とは早瀬利雄と小原敬士で、Y専の若き学徒であ
り、きわめてアクティブに研究活動を行っていた。いずれも東京商科大学
の出身で、早瀬は1930〔昭和 5〕年、小原はその前年にY専に着任している。
　〈資料16〉が表紙となる『Y専の沿革と回顧』は、早瀬がとりまとめて
作成したが、その構成は「第一部　Y専の沿革概要」と「第二部　Y専教
員の回顧」からなっている。第二部では以下の 7名が執筆している。
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　　　　 1.Y専二十三年の思い出　　　　　　前田幸太郎
　　　　 2.Y専と私　　　　　　　　　　　　早瀬　利雄
　　　　 3.Y専生活十七年の回顧　　　　　　田島　四郎
　　　　 4.戦争前夜　　　　　　　　　　　　安彦孝次郎
　　　　 5.Y校よりY専へ　　　　　　　　　相原　良一
　　　　 6.学徒兵　　　　　　　　　　　　　山田　長夫
　　　　 7.過ぎにし美しき日々　　　　　　　小原　敬士
　78頁のこの小さな著書のなかで、早瀬と小原は検挙問題をどのように回
顧しているのであろうか。ふたりの記述は対照的である。「過ぎにし美し
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き日々（アルテン・グーテン・ターゲ）」とY専生活を称した小原は、武
田英一、前田幸太郎のもと、Y専の充実は教員の採用や経済研究所の設立
などによってはかられたとしている。そして、教員は「みんなよく勉強し
た」（73頁）、また「学生諸君もよく勉強した。各教授のゼミナール指導も
熱心だったし、学生の間には金融研究会、会計学研究会、社会科学研究会
などの研究会活動も盛んだった。われわれは殆んど毎日出勤大抵夕方まで
学校ですごした」（74頁）と述べている。
　要するに、Y専はよき学校であり、高き学問的雰囲気と先輩・友人の熱
き友情のなかで学問的成長をとげることができたとしている。しかし、「そ
の楽しい思い出はそこでふっつりと切れる。というのは昭和15〔1940・筆
者〕年10月以降、私は思想上の科によって学校を去らなければならなかっ
たからである。Y専における若き日の10年あまり、ひたすら研究と教育と
にそそいだ私のささやかな努力は根底から否定され、そして、私は世の風
塵の中に追いやられたのである。その後の学校のことは実に殆んど知らな
い」（77頁）。
　ここには、彼にとって尊い学校を去らなければならなかった無念な心情
が溢れている。そして、どうしようもない悲しみが示されている。しかし、
小原が語ったのは、これだけの短い文章である。
　それに対して、早瀬の回想はどのようになっているのであろうか。彼も
小原と同じようにY専の短期間の充実ぶりを述べている。そして、Y専を
学界においても不動の地位を確立するようになったのは、校長・前田幸太
郎の「思想的立場の如何を問わず学問的研究を進めよ」（22頁）という指
導方針によるものであったとしている。要するに、Y専は商業学的研究を
中心にしていたが、経済学的・社会学的な研究も重視して成果をあげ、そ
れには、前田のこのリベラルなアカデミズムがあった。
　『六十年史』（71頁）で平智之が引用しているように、また全国的に見て
もそうであったが、1931〔昭和 6〕年頃からY専でも学生間にマルクス主
義の研究が盛んになっている。しかし、これに対して教師側はマルクス主
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義の検討と批判については未熟であり、学生の指導に不十分なところがあっ
た。そこで、学生に対する指導力をつけるために、教師側でもマルクス主
義の研究が行われている。具体的には、波多野尭を中心に教授間でマルク
スの『資本論』の読書会が実施されていた。もっとも、「Y専の学生は一
般的におとなしく学生左翼運動でしくじった者は殆んどなかったように思
う」（31頁）と早瀬はいう。
　そして、彼が献身的に貢献した経済研究所については、「実際当時は教
授仲間の気がよくそろったものである。一寸他の大学や専門学校ではみら
れないであろうと思われるほど皆献身的に協同協力したものである」（23
頁）と述べている。つまり、Y専にはすぐれた“アカデミック・サークル”
ができあがっていたのである。
　具体的な成果として 6 .で検討した「アメリカ研究」は、「我国学界にお
けるY専の特異性ある存在の地位を獲得するのに与って力があったという
ことは、自負的な見解でなく一般の認容するところであった」（24頁）と
している。
　早瀬はさらに、彼自身が支援した学生の文化活動も盛んで、とくに「Y
専時報」を発行していた「新聞部」、「購買部」、「映画研究会」、「学術部」、
「文芸部」などを中心に活動が活発に展開されていたとし、「昭和 7、 8年
頃から12、13年ころまでの学生文化活動は我が国の全専門学校の中で正し
く他の追従を許さぬ随一のものであった」（25頁）と評価している。
　しかしながら、1939〔昭和14〕年前後から戦時体制への移行が進み、学
界や思想界にはきびしい弾圧のプレッシャーが加わることになった。「昭
和15年、私と小原教授は反戦左翼主義者の名で検挙され 1年有余の間未決
監に呻吟するの苦難に遭遇した。昭和 8、 9年頃までの執筆論文の内容が
主として問題にされた。検事は昭和10年以降に発表した論文は差し支えな
いが、それ以前のマルクス引用の多い論文は治安維持法にふれるという解
釈であった。…（中略）…私たちの反問にもかかわらず、どこがどう悪い
という事については一言も答えてくれなかった。学問のことは判らぬ、マ
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ルクスがいけないのだということらしかった」（25頁）という。
　それは、完全に「問答無用の世界」であった。早瀬はつづけていう。「マ
ルクス研究は私たちにとっては社会科学研究上の一里塚のようなものであっ
た。学問の道は遠きにあり、カント、ヘーゲル、ジンメル、マルクス、ウェー
バー等多くの里程標を超えて進んできたあとをふりかえってみると、社会
学者としては一度は通らなければならぬ道を通ってきたものだと思う。私
の学問歴程もY専の成長と共に幾度か脱皮を遂げたと信じている」（25－
26頁）。
　この発言は、まさにもっとものことであった。しかし、それが許されな
い時代になっていた。ともあれ、早瀬はこのように詳細に説明している。
そして、「私がこうして戦時中Y専を離れていた間に、勤労作業と学徒出
陣の時代がきた。Y専教授学生ともに学問研究から次第に離れざるを得な
かった有様は外部からうかがい知っていた」（27頁）と、小原とはちがっ
た反応を示している。
　ところで、検挙に際してどのようなことが理由にされていたのであろうか。
明石博隆・松浦想三編『昭和特高弾圧史 1』（大平出版社、1975〔昭和50〕年）
は、特高警察自身の記録――いわゆる「ナマ原稿」といわれるもの――を
まとめた資料集である。昭和15〔1940〕年10月分として「唯物論研究会員
早瀬利雄の運動状況」（286－288頁）、同12月分として「唯物論研究会員小
原敬士の運動状況」（294－297頁）が収録されている。
　早瀬は同年の 1月24日、小原は11月 6 日に検挙されているが、両者とも
ほぼ同じ形式で記録がつくられており、小原の冒頭部分は以下のように書
かれている。
　「神奈川県当局にありては本年11月 6 日唯物論研究会員横浜商業専門学
校教授小原敬士を検挙し鋭意取調中なるが、同人は先に検挙せる同校教授
早瀬利雄（十月分月報参照）と連絡呼応して、昭和 7年以来唯物論研究会
活動と相併行し教授たるの地位に隠れて自己の奉職せる横浜商業専門学校
学生大衆の左翼化を企画し、専ら合法場面を利用して広範なる学内運動を
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展開しマルクス主義の宣伝啓蒙に専念し来れるものにして、之が一般社会
特に学生に与えたる思想的影響は相当深刻なるものあり。然るに昭和13年
2 月労農派教授グループの検挙並びに唯物論研究会の解散あるや検挙の危
険を痛感し、表面時局順応を擬装して客観状勢の推移を静観しつつありた
るものなり」（294－295頁）。
　これを前文にして、主に唯物論研究会との関係とY専での学内活動に分
けて、両教授の非を明らかにしようとしている。のちに唯物論研究会につ
いて述べるとして、後者のY専の学内活動については、ゼミナール、担当
講義、支援した学生の文科系サークル活動などで学生の左翼化を企画した
というのである。
　その根拠とされたのは、ゼミナールや講義で使用した教材であった。主
に外国文献や両教授の著書などであったが、早瀬については、社会学概論
では自著の『現代社会学批判』のほか、清水幾太郎著『社会学批判序説』
を、また財政学では河上肇著『経済学原論』などを使用していたと書かれ
ている。
　また、学生の文化団体で、早瀬については彼が支援した講演部、文芸部、
映画芸術研究会とのかかわりあい、小原については満州事変によって国際
連盟から脱退した後の国際問題への理解を深めるために結成された「国際
協会横浜商業専門学校支部」の活動で指導的な役割を果たしたことや、昭
和11〔1936〕年に明治大学教授三島一などによって結成された「歴史学研
究会」にかかわったことが述べられている。
　そして、非のもうひとつは、唯物論研究会との関係にあった。両教授の
非が唯物論研究会の会員であったことに起因しているとされる。
　明石・松浦の前述書には、昭和13〔1938〕年11月分の「唯物論研究会中
心分子の検挙」（201－205頁）が収録されている。これによると、唯物論
研究会は昭和 7〔1932〕年 6月、岡邦雄、戸坂潤、三枝博音、永田広志、
本田謙三、服部之総など、当時直接もしくは間接的に日本共産党と関連を
もつ共産主義者が中心となって設立準備が行われたという。
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　同年 9月に羽仁五郎、大塚金之助などのマルクス主義者や急進自由主義
者40名が発起人となり、150名の賛同者を得て、同年10月に発会式をあげ
ている。研究会の目的は「現実的諸課題より遊離することなく、自然科学、
社会科学及び哲学に於ける唯物論を研究し且啓蒙に資すること」であり、
それ以降、研究活動と啓蒙活動を展開していた。
　そして、特高の記録は中心分子の検挙について、「創立過程及び其の後
に於ける裏面的事情並びに実際活動等を詳細に検討したる結果本会はマル
キシズムに拠って立つ唯物弁証法を採り、我国体の変革、私有財産制度の
廃絶を歴史的必然なりとの前提の下に…（中略）…マルクス主義を宣伝し、
以て日本共産党の目的遂行に資せんとする党の外郭団体たること明瞭とな
りたるが、さらに本年〔1938年・筆者〕 2月時局の重圧に依り擬装的解散
を為したる後、中心分子は秘かに裏面に於て秘密グループを形成して研究
会を開催し、或は又労働者学生等の左翼グループの指導に当たる等益々非
合法的傾向をしめしつつありて銃後の治安維持上一日も放任し得ざる実情
に立ち至れるを以て、本月（11月・筆者）29日午前 7時を期し、警視庁を
中心に大阪、千葉の両府県に於て、其の中心分子35名を検挙し目下厳重取
調中なり」（201頁）としている。
　特高のこのナマ原稿を見ると、のちに横浜市立大学の学長となる三枝博
音が同会の主要メンバーのひとりであることがわかるが、早瀬と小原も創
立時からのメンバーであったことが検挙の理由とされている。
　さて、検挙後について、「過ぎにし美しき日々」の小原は、すでに述べ
たように、なにも語っていない。それに対して、早瀬は日米開戦後（1941〔昭
和16〕年 2月・筆者〕に最終回の法廷があり、判決をうけたことを明らか
にしている。証人として親友の社会学者清水幾太郎、恩師の東京商科大学
学長高瀬荘太郎、Y専の校長前田幸太郎などを申請したが、認められたの
は前田ひとりのみであった。早瀬は短時間で終った検事論告の簡単さにあ
ぜんとしたが、もはやなにも発言しまいと口をとざしてしまう。しかし、
ここで前田は裁判長を相手に論争を展開している。
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　早瀬はいう。「裁判長の態度はすでに軍部の圧力を十分に表現していた
のだが、前田校長は彼に向かって学問の本質を論じ、マルクスを知らずし
てマルクスを批判することの意味なきことを主張された。早瀬は社会学者
である。彼の社会学理論の体系の中に諸成果を取り入れることは当然のこ
とであって、唯物論を研究することは何故わるいのか。学者が政治的宣伝
や実践運動のためにするのでなく、学者として学問研究を高めるために、
唯心論といわず唯物論といわず研究をなさねば一体どうして学生を指導す
ることができるかというのが前田校長の論法であった。あの時、声を大に
して裁判長を叱咤している姿を私は今でも忘れることができないのである」
（26－27頁）。
　ここでも、前田は毅然とした態度で「学問の自由」を守るべく発言して
いる。しかし、戦争終了前に両教授は自由の身とならず、Y専に戻ること
はできなかった。なお、ふたりのY専への復帰については、のちの18.で
とり扱う。
　このような教員へのプレッシャーは全国的に行われているが、横浜市内
の他の専門学校でも見られている。たとえば、高村直助、上山和雄、小国
秀雄、大豆生田稔による『神奈川県の百年』（1984〔昭和59〕年、山川出版社、
243頁）を見ると、Y専の 2 教授の検挙とほぼ同じ時期にあたる1940〔昭
和15〕年 1月、国民精神総動員の精神に反したということで、横浜専門学
校の教授が警察に取り調べられ、 9月に起訴されている。そして、同年11
月に別の教授が召喚される事態になっている。高村らはこの事件をいわゆ
る「横浜事件」の前ぶれとしている。
　さらに、翌1941〔昭和16〕年 2月には、学校を国家に報いるための心身
一体の修練施設にしようとする国の方針により、横浜専門学校報国団が結
成され、学内の学生組織はこれに再編成されていく。この報国団による再
編成は、当然のことながら、Y専でも行われる。それについては、このあ
との 9 .で述べることにする。
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9 ．『横浜商業専門学校一覧』（昭和18年 3 月）にみる当時のY専
　昭和18年 3 月の『一覧』（〈資料17〉は表紙）によると、日米開戦となる
1941〔昭和16〕年の入学志願者は976名、そして、翌年は624名に減少して
いる。この1941年には、校長の前田は約10年間つづけたY校校長の兼任を
解かれ、Y専だけの校長となる。なお、Y校の後任はY専の筆頭教授であっ
〈資料
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た木村元治がひき継ぎ、彼が1944〔昭和19〕年 3月に退職したのちは、や
はりY専教授の荒木直が1947〔昭和22〕年 7月まで続けている。
　この年の 9月、Y校とY専両校の諮問機関として、横浜市は商議員制度
を設けている。具体的には、以下の 5名が就任している（27頁。末尾の（　）
内は筆者が追加したもの）。
　　　有吉　忠一　　横浜商工会議所会頭、貴族院議員（元市長）
　　　青木　周三　　前横浜市長、貴族院議員
　　　中村房次郎　　社団法人進交会理事長、松尾鉱業株式会社社長（Y
校 1期）
　　　磯部　庸幸　　横浜貿易協会副会頭、社団法人進交会常務理事、貴
族院議員（Y校12期）
　　　加藤　郁二　　神奈川県水産会会長、社団法人進交会理事（Y校11期）
　これによると、メンバーは横浜市長の経験者とY校の卒業生である。す
でに述べたが、市長在任中の有吉はY専の設立、そして、青木は図書館の
建設にかかわっており、Y専との関係は深かった。また、3名の卒業生は、
いうまでもないが、Y校を代表するビジネスパーソンであった。
　1941年には、このほか 9月に生徒集会所と食堂が完成し、使用がはじまっ
ている。そして、10月に文部省はこの年度の卒業生の修業年限を 3ヵ月短
縮すること、11月には次年度の卒業生については 6ヵ月短縮することを命
じている。さらに、12月 8 日には「米英ニ対スル宣戦ノ大詔」（28頁）が
発せられている。
　修業年限の 3ヵ月短縮の命をうけて、Y専は年も迫った12月27日に卒業
式を挙行している。この時の卒業生のひとりが、すでに述べた崎陽軒の野
並豊（Y専13期）である。野並の同期には筆者が横浜市大在職中にご指導
をうけた伊藤喜公邦（旧・三浦信用金庫の理事長）や高岡幸彦（進交会役
員）がいる（176－177頁）。このように、この年には 3月のほか12月にも
卒業式が行われている。
　翌1942年 3 月には「学校勤労報国隊協力令」が発動され、 3月末までの
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10日間にわたった第 1回の勤労作業を横須賀海軍建築部で実施している。
4月には入学式とともに、新たに「南方経済講習会」（ 6日間）が開講さ
れている。同月の18日午前12時すぎに、学校の上空に敵機がはじめてあら
われ、被害はなかったものの、学内は緊迫感につつまれている。
　さらに、 9月になると、 6ヵ月繰りあげの卒業式が行われている。卒業
生にはのちに横浜市立大学商学部教授となる柳下勇（Y専14期）の名前が
見られる（178頁）。そして、11月には、Y校創立60周年記念祝賀会が600
名を集めて開催されている。
　Y校は1912〔明治45〕年に30周年、1922〔大正11〕年に40周年、1932〔昭
和 7〕年に50周年の記念祝賀会を行っており、戦時に入っていたが、記念
のイベントをつづけている。
　さて、この『一覧』の横浜商業専門学校規則の第 1条を見ると、「…商
業ニ必要ナル高等ノ学術技芸ヲ授ケ、人格ヲ陶治シ国体観念ヲ養成スルヲ
以テ目的トス」（30頁）とされている。創立当初のものとのちがいは、外
国貿易という言葉がなくなり、商業の教授とともに、時勢を反映した国体
観念の養成が重視されている。
　〈資料18〉は教員組織であり、校長以下教授15名、助教授 5名、講師20名、
配属将校 1名で構成されている。昭和10年の『一覧』〈資料 8〉からひき
つづき教授のポストにいるのは安彦孝次郎、光畑愛太、波多野尭、荒木直、
小山伝三、新関寛夫、田島四郎、武藤正平の 8名、『一期一会』（昭和14年）
からでは山城章と、助教授から昇任した山口太郎（英語、ゼミナール）で
ある（75－76頁）。
　また、それ以降にくわわった教授は渡植彦太郎（修身、ゼミナール）、
山田長夫（日本産業論、ドイツ語、植民論、ゼミナール）、定方鷲男（商
業簿記、ゼミナール）、小木曽公（日本史、ゼミナール）、前田新太郎（財
政学、統計学、ゼミナール）の 5名であり、教授のうち約 3分の 1がいれ
替わっている。このうち、渡植は短期間の在職になっている。
　すでに述べたが、早瀬利雄や小原敬士は拘束中の身であり、工藤進は元
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教授になり、石井真峯も退職して講師になっている。村松早苗は『一期一
会』のときには教授に昇進していたが、このリストにはない。また、木村
元治はY校の専任校長であるため、Y専では講師のポストに変わっている。
さらに、塩野谷九十九は、すでに述べたが、名古屋高商に移ったので、講
師の身分になっている。
　助教授については、いれかわりがあるなかで、小林武麿（スペイン語）
が継続しており、新たに油原貞一（体操）、田仲益見（中国語、ゼミナール）、
一色忠夫（商業数学、商業作文）、松本淳（英語）がくわわっている。そ
して、講師は笠原恒治（教練）がひきつづき勤務している（76－78頁）。〈資
料19〉は、のちに述べる『望雲』にも収録された、1944〔昭和19〕年の卒
業アルバムに掲載された教職員の写真である。
　つぎに、教員組織に関連して、〈資料20〉のカリキュラムを見ていこう。
創立から15年がたっているが、基本は変わっていない。しかし、変化はあ
る。その第 1は、科目が普通学科目と専門学科目に大きく分類されている
ことである。前者には「修身、体操、教練、国学及漢文、数学、工業概論、
英語、中国語、第二外国語」があり、後者には「法律学、経済学、商業学、
演習」が位置づけられている。
　こまかく見ると、「体操」と「教練」が別のものになるとともに、教練
の時間数が時局を反映して増加している。つぎに、創立時の「習字及作文」
はなくなり、「商業作文」は専門学科目の商業学のなかの「商業文」に変わり、
「数学」もなくなっている。もうひとつの「商品及地理」が経済学の「経
済地理」に、商品のほうは商業学のなかの「商品学」として位置づけられ
ている。「歴史」は「国史」に変わり、「経済史」は専門学科目の経済学に
分類されている。
　専門科目では、法律学に「憲法」が新たに入っているが、ほぼ同じであ
る。経済学で「経済政策」のウエートが多くなり、「東亜経済論」、「統計学」、
「日本産業論」、「工業経営論」、「国際金融」などがくわわっている。そして、
創立時の「簿記及会計学」、「商業学」、「貿易実務」は商業学に統合されて
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いる。
　このように、科目が集約されるとともに、明らかに実務的な科目名が減
少している。さらに、創立時の「数学」は商業学のなかの「商業数学」と
「珠算」に整理されている。
　そして、商業学のなかで注目すべきは、「経営経済学」である。創立時の「商
工経営」が変わったもので、現在の経営学にあたる科目である。この時期、
日本の経営学はアメリカよりもドイツの影響をうけており、このような名
称を使っていた。もうひとつは、戦時下の統制経済のなかで重視されてい
る「配給論」であり、これは時局の要請に応えるものであった。
　また、商業学と経済学がともに13科目と同数であること、商業学の実務
的な科目の減少、ゼミナール指導の強化、の 3つを合わせて考えると、Y
専の教育は実用的なものでありながらも、他方でアカデミックで理論的な
志向性をもつものになっていたと考えられる。
　教員組織やカリキュラムを見るかぎり、戦時下にあることを示す要素は、
出征中の教授小山伝三や教練の増加などで、必ずしも多くはない。しかし、
昭和18年の『一覧』の他の箇所は、戦時のまっただなかにいることを明ら
かにしている。〈資料18〉の教員組織を見ると、経済研究所の関係のほかに、
報国団役員の欄がある。『一覧』の雑則第 1条に「横浜商業専門学校報国
団規則」（88－93頁）が収録されている。それは、教職員と学生すべてが
メンバーとなり、団長は校長の前田、副団長は安彦孝次郎で、教授と助教
授はほとんどなんらかの担当をもっている。
　同規則第 2条には、「本団ハ教学ノ本旨ニ則リ報国ノ精神ヲ以テ全校一
致心身ノ修練ヲ行ヒ校風ノ発揚ヲ図ルヲ以テ目的トス」（88頁）とし、総
務部、鍛錬部、国防部、文化部、生活部の 5部をおいている。具体的には、
企画統制など総括をとり扱う総務部（部長渡植彦太郎）、「勤労作業剛健旅
行其ノ他専ラ団員ノ行的ナル心身鍛錬ニ当リ」、これには鍛錬班とスポー
ツ系の16班をおく鍛錬部（部長田島四郎）、「防空其他国防上必要ナル技能
ノ訓練」にあたる国防部（部長光畑愛太）、「教養ノ修練情操」を育てる文
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化部（部長山口太郎）、「主トシテ生徒団員ノ生活全般ニ亘ル指導斡旋」に
あたる生活部（部長荒木直）がつくられている。
　この報国団のもとに報国隊が設置されている（94－98頁）。その規則第
1条は「報国団ノ有事即応ノ指揮系統ヲ確立シ時局ニ艇身奉公スル為メ報
国隊ヲ設ク」とし、報国団のすべてのメンバーが所属している。校長が隊
長となり、本部をつくり、そのもとに本隊（大隊に第 1、 2、 3中隊、さ
らにその下に小隊をつくるという編成）と、特別警備隊（中隊と第 1、 2
小隊からなる）が位置している。そして、本隊と特別警備隊には、防空編
成表が作成されており、本隊は第一中隊と第二中隊、特別警備隊は保土ヶ
谷署応援隊、予備隊、消防隊（鶴見消防署の応援）、救護隊（Y専内での救護）
からなっていた。
　このほかに、庶務課所管の細則に「非常警備規程」（72－74頁）や「防
空警備規程」（74頁）が制定されており、戦時下における学内の緊急事態
への対応方法が決められていた。また、すでに1935〔昭和10〕年には、「学
校教練検定規程」が定められており、学生は教練の検定に合格しなければ
ならなくなっている（127－128頁）。
　さて、この昭和18年 3 月の『一覧』が出された翌 4月、Y専は別科とし
て「南方（現在の東南アジア・筆者）経済科」を設置している。前年の 4
月から「南方経済講習会」が半年間にわたって行われたことについてはす
でに述べたが、この年からそれを別科としている。翌年まで 2回募集が行
われ、定員は50名の 1年制のものであった。そして、授業はY専ではなく
Y校の校舎内で行われている。
　南方経済科の教育内容は、当時日本軍が進攻していた東南アジアの風土、
文化、そして経済についてであり、外国語は「マレー語」を習得すること
になっていた。当然のことながら、将来東南アジアに雄飛することを目指
す人びとを育成することを目的としていた。そして、戦時下であったので、
（軍事）教練は当然課せられており、Y専生と一緒に行っている。
　いうまでもなく、南方経済科の設置は当時の国策に従って行われたもの
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であるが、そこにはかつて「アメリカ研究」で独自の成果をあげていたY
専の姿はなかった。
10．存続の危機にあったY専
　このような戦時下で、Y専にはさらに深刻な「存続の危機」が迫ってい
た。〈資料 5〉で高橋恭は「Y校（だけでなく、Y専も。つまりオールY校・
筆者）にとって最も困難な時期が訪れたのは、昭和18年から昭和19年にか
けての、いわゆる「商業学校の廃止、転換」の問題が起きたときである」
とし、その理由を、戦時中に私的企業（プライベート・エンタープライズ）
の営利を追求する学問を教える学校は無用であるとして排斥されたことに
求めている。そして、この時期は戦争遂行のために、生産力の拡充こそが
重視されている。
　1943〔昭和18〕年 9月16日は校祖美澤進の命日にあたるが、Y校関係者
は美澤の墓参の後、帽子などにつける校章を「Y」から「横商」に改めている。
同じように、〈資料21〉（〈資料17〉の59頁参照）の「Y」を使っていたY専も、
これにあわせて「商専」にしている。
　アルファベットを使うことは敵性語ということで、使用がはばかられる
状況になっていた。それは、野球で「アウト」や「セーフ」にかわる言葉
を用いたのと同じものであった。日米開戦以降、学校、横浜市、進交会の
間で協議が行われ、この年の 7月に意見がまとまって美澤の墓参後に変更
されている。
　そして、同年10月になると、学徒徴兵猶予が停止されるとともに、国は
「教育ニ関スル戦時非常措置方策」を決定している。『Y校百十年』（1992〔平
成 4〕年）の「戦時下の商業学校の受難」（永瀬武、42－43頁）のなかで、
中等教育の男子の商業学校は全国で48校を残して、他は生産力の拡充を目
指して工業学校（274校）、農業学校（39校）、女子商業学校（53校）に転
換することになり、廃校した商業学校も36校に及んでいる。
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　神奈川県内では、男子の商業学校（全日制）で県下最古のY校 1校のみ
が存続を認められ、他の商業学校は戦争遂行という国策に従ってこの非常
措置の受け入れを余儀なくされる。そして、幸運にも存続することができ
たY校も、それまでの 5クラス体制（定員250名）から 3クラス（150名）
に削減せざるをえなかった。
　Y専も事態は急迫していた。校長前田の苦悩はきわめて深かった。『Y
専の沿革と回顧』のなかで、彼はつぎのようにいう。「私に最も印象の深
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いのは、我々の横浜市立商業専門学校が危く廃校とならんとしたことであ
る。昭和18年政府は全国13の官公立高等商業学校を地域的に大体半数に制
限する学制改革を持ち上げ、関東地区としては横浜高商を残して我々の学
校を廃止する案を立てたのである」（15－16頁）。
　これによると、国は商業学は国家にとって悪であり、「商業無用論」の
主張により全国の官公立高商の半減化という鉄則をうちだし、関東地方に
あった 2校のうち官立の横浜高商を存続させ、Y専を廃止する案を考えた
のである。この計画に対して設置者の横浜市と市長半井清は、国の意向に
従い、そのかわりに軍医養成を目的とした「医学専門学校」（横浜市立大
学医学部の前身）の設立・経営をもくろむことになる。
　Y専にとって事態は絶体絶命というべきものであった。「私の心配は勿
論一通りでなかった。私は思った。我々の学校が廃校となった場合の卒業
生の感じは果たして如何であろうか、母校が消えてなくなる、心の古里が
無くなる、此れ到底耐えられないことであろう」と前田はいう（16頁）。
　前田はここで敢然と立ちあがり、「私は文部省をして此鉄則を破らしむ
べく運動し、それを以て市当局に運動し、校舎を明け渡し生徒定員を半減
してY校鉄筋校舎に合併するの案を以て遂にわが校存置に成功した」（16頁）
のである。
　要するに、前田は学生定員の半減化を行うとともに、松浦吉松の篤志な
どによって建設された木造校舎を退去して再び創立当時のY校校舎にもど
り、Y校と同居する選択を行う。そして、明け渡したY専の校舎は新設の
医学専門学校が使用することにした。
　Y校では『百年史』などに代表される記念誌が発行されてきたが、それ
らに収録されているY校沿革比較年表を見ると、このときのことを「商業
学校の多くは廃止または転換を余儀なくされたが、本校及び横浜商業専門
学校は、前田幸太郎の努力と鈴木忠治の文部大臣岡部長景との話し合い、
磯野庸幸・美澤義雄らの母校愛とによって残存した。時の文部省商工課長
辻田力は前田試案（定員を半減し、Y校と同居する・筆者）の成立を容易
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ならしめた（ 9月－19年 1 月）」としている（『Y校百十年』26頁）。
　鈴木忠治はY校の 6期卒業生（1894〔明治27〕年）で、この年の 3月に
は内閣顧問に就任しており、前田の強力な提案をたずさえて文部大臣岡部
との話し合いが行われ、文部省の辻田力の理解を得ている。そして、進交
会の必死の思いの支援も当然のことながらあった。磯部庸幸についてはす
でに述べたが、当時進交会の常務理事であり、Y校・Y専の商議員でもあり、
翌年 9月には中村房次郎の死去のために進交会の理事長になっている。も
うひとりの美澤義雄は校祖美澤進の子息であり、Y校の19期生であるので、
Y校への愛着はきわめて強かった。
　なお、鈴木忠治について補足すると、彼は鈴木三郎助（ 2代目）を創業
者とする味の素（株）の 2 代目社長（1931〔昭和 6〕年から1940〔昭和
15〕年）であり、三郎助の実弟として兄に協力して味の素を技術面から支
えてきた人物である。そして、1940〔昭和15〕年から 5年間は昭和電工（株）
の社長にもなっている。また、その他の企業の取締役、業界や国関係の委
員などの要職についていた著名なビジネスパーソンである（『味の素株式
会社沿革』1951〔昭和26〕年、307－314頁の略歴）。
　さらに、彼は母校の進交会基金に1942〔昭和17〕年金壱万円を寄付し、
翌1943年 3 月からは内閣顧問に就任している。つまり、鈴木は単なるY校
の卒業生というよりも、当時の日本の代表的な経営者、財界人のひとりで
あった。〈資料22〉は、上述の『味の素株式会社沿革』に収録されている
鈴木である。
　1944〔昭和19〕年 4月、Y校は神奈川県では唯一の商業学校として存続し、
Y専は「横浜市立経済専門学校（経専）」となってY校に同居する。しかし、
ここで判明したのは、Y専は学生定員の半減化やY校との同居だけでなく、
校名も変更することを命じられている。要は「商業学校の廃止・転換」が
国の目的であり、存続できた横浜高商も「工業経営専門学校」と改称させ
られている。
　他の学校を見ると、いわゆる商大のなかで、大阪商科大学はかろうじて
156
横浜市立大学論叢社会科学系列　2018年度：Vol.70 No.3
名称を継続させるが、この年に東京商科大学は東京産業大学（経済科、経
営科、行政科）、神戸商業大学は神戸経済大学（経済科、経営科）へ改称
している。「商業」は校名には使用されなくなり、マクロ的なイメージを
もつ産業とか経済、さらに生産力の拡充にかかわる工業経営に変わってい
る。名称が変わらなかった大阪商科大学については、前年の43年にいわゆ
る「商大事件」が発生し、教職員の休退職や学生の取り調べを余儀なくさ
れている（拙稿「経営者教育」、米川伸一編著『経営史』、1986〔昭和31〕
年、同文舘　230－233頁〕。
　そして、官立高商では大分、福島、高松はY専と同じく「経済専門学校」、
〈資料
22〉
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長崎、名古屋、横浜は「工業経営専門学校」、和歌山、彦根、高岡は「工
業専門学校」に名称を変更し、改組されることになる。つまり、商業にか
わって、経済、工業、工業経営が使用されている。
　私学も同様であったが、キリスト教系の学校はとくに悲惨であった。横
浜市内では、Y専とほぼ同じ時期に設立された関東学院の高等商業部は、
『関東学院大学経済学部30年史』（1979〔昭和54〕年）によると、青山学院、
明治学院の高等商学部と 3校合併となり、「明治学院経済専門学校」とし
て存続している。関東学院大学経済学部のルーツは、このように一時期で
あったにせよ消滅せざるをえなかった。関東学院はこの状況のなかで、現
在の工学部の前身となる航空機の専門学校を設立している。
　いずれにせよ、当時の国は商業に関する教育を私的企業の私利獲得、営
利追求の学問とみなして国家にとって悪とし、それにかわって全体的、マ
クロ的な観点に立つとされた経済、工業・産業や経営のほうを優先するよ
うになる。そして、生産力の拡充が時代の要請であったから、工業・産業
や生産管理的な研究が重視され、その一方で統制経済のもとの商業は自由
な取引が大幅に制限され、それにかわって“配給”という国家による強制
的な商品配分という考え方が台頭する。
　Y専もこのようななかで存続の危機にあった。しかし、校長前田の奮闘
のもと、Y校OBで内閣顧問の鈴木忠治、文部大臣岡部長景、文部省商工
課長辻田力、そして進交会の理解と協力、さらに市長半井への説得があっ
て、Y専は経済専門学校（経専）と改称しながらも、かろうじて存続する
ことができたのである。
　『Y専の沿革と回顧』のなかで「戦争前後」を書いた安彦孝次郎は、「文
部省が全国の官立高商を経済専門或は工業経営専門（学校・筆者）という
名称に改めたので、わが校も市立経済専門と改称することにした。帽章の
「商専」はこんどは「経専」となった。めまぐるしいばかりの変化である」（47
頁）と述べている。安彦は事実をたんたんと書いているが、背景にはこの
ようなことがあった。
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　日米開戦によって英語教育は否定され、アルファベットは使えなくなり
帽章の「Y」は「商専」に変わる。商専にきり替わったことには、当時の
横浜市長半井の要請があったが、学生のなかには愛着のあったY章をかえ
ない者もいたという。しかし、この商専も変わってほぼ半年後には、「経専」
になってしまう。
　安彦はいう。「校名も帽章も戦争という圧力によって、あっという間も
なく改変されたのだ。伝統も愛着もあったものではない」（48頁）。もっとも、
終戦からわずか 2ヵ月後には帽章は再び「Y」（〈資料21〉）にもどっている。
安彦は、これにはY校とY専の伝統の力があったとしている。
〈資料
23〉
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11．戦争前半期のY専――卒業生の回顧から――
　Y専の卒業生である野並豊著『大正浜っ子奮闘記』（〈資料23〉は表紙）、
神奈川新聞社、2007〔平成 9〕年、37－41頁）と、田中正司著『甲子の誌』
刊行会編「甲子の誌――市大35年の歩みの中で――』（〈資料24〉は表紙、
横浜市立大学生活協同組合、1984〔昭和59〕年、10－13頁、18－22頁）の
2冊は、戦争前半期のY専についてふれており、興味深い。
　野並は横浜を代表する会社「崎陽軒」のトップ・マネジメントであり、
田中は横浜市立大学商学部の教員である。野並は1939〔昭和14〕年入学で、
1942〔昭和17〕年 3月に卒業予定であったが、日米開戦の前年12月に 3ヵ
〈資料
24〉
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月繰りあげ卒業（Y専13期）になっており、田中も1941〔昭和16〕年入学、
1944〔昭和19〕年 3月に卒業することになっていたのが、さらに繰りあげ
が 6 ヵ月と長くなったために、前年の10月に卒業している（Y専15期）。
そして、野並の卒業は日米開戦と同じ年であり、田中のそれは「教育ニ関
スル戦時非常措置方針」が決定されたのと同じ時期である。
　野並は、日米開戦の大本営発表を聞いた時の感慨を忘れることができな
かったという。天皇の詔勅放送を、教員室の窓辺に置かれたラジオで、他
の学生たちとともに校庭で聞いている。少年時代に平田晋作著『我らの陸
軍』、『我らの海軍』を愛読書にし、日本軍の優秀さを信じていた野並であっ
たが、教員から「アメリカは先進国中最も歴史の新しい国だが、国民は進
取の気性に富み、近代文明、特に科学技術を発達させ、かつ広い広い国土
には地下資源が豊富にある。要するに次の時代を切り開く十分な活力を持
つ国なので、次代のリーダーとしてはアメリカ以外考えられない」（47頁）
とアメリカ経済の実態も教えられていた。
　そして、それを信ずべき事実と考えていたという。「日本軍も強いとは思っ
ていたが、果たしてアメリカを相手にするほど強いのだろうかというのが
私の第一印象だった。…（中略）…どうしても勝てるという予感は浮かん
でこない。何か昨日までとは違う、迎えてはいけない日を迎えてしまった
という感じであった」（47頁）と述べている。
　そして、野並の忘れえない思い出は、卒業直前に行われた山城章の授業
である。講義らしいものを短時間で終えた山城は、社会人になってからの
心得をじっくり話し、学生に「はなむけの言葉」を送っている。終了後、
学生たちは教室を出ることもなく、だれからともなく自然発生的に軍歌が
歌いだされ、それを全員が声をかぎりに歌っている。
　しばらくすると、教員室にもどっていた山城が再び教室にあらわれ、「私
は諸君に送る言葉を間違えていたかもしれない…（中略）…君たちの歌声
が聞こえてきて、気がついた。諸君は毎年の卒業生とは違い、職場に入る
前に戦場に向かう身だった。ぜひとも身体にきをつけて、国のために尽く
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していただきたいとともに元気に帰ってほしい」（49頁）と述べている。
この 2度めの言葉に学生たちは感激し、教師や親しい友人との別れをおし
んでいる。
　なお、この学年は野並が名づけた「Y専1612会」という学年会をもって
いたが、それは昭和16年12月に卒業したことに由来している。
　ところで、野並はY専時代をどのようにとらえていたのであろうか。確
実に戦時にむかっていることは意識しているが、同時に「青春」を謳歌し
ている時期でもあった。いろいろなタイプの学生が入学しており、とくに、
東京から入学した学生の口からはカントやデカルトなどの言葉がしょっちゅ
う飛びだすので、自分が育ってきた商家の雰囲気とはちがっていたといい、
いわば「思索」の世界があることを実感している。
　そして、思い出に残っている授業は「経済原論」、「経済学史」、「経済政
策」などの経済学関係と、英語・第二外国語であった。それと、教練の配
属将校の岡田大佐である。岡田は当時の人気マンガの主人公ゴリラのポン
助に似ていたことから、「ゴリポン」というあだ名がついていたという。
　彼はクラブ活動にも積極的に参加しており、一年ほどで退部した柔道部
のほか、山岳スキー部、写真部で活動している。さらに音楽部にも入り、
ブラスバンド活動にも参加している。
　Y校からY専まで約 8年弱の間、校外の行動はほとんどが伊勢佐木町（ザ
キ）であった。野並の場合、学校帰りに京急の日ノ出町駅で下車してオデ
オン座の前に出るのがいつものコースであった。当時の伊勢佐木町にはオ
デオン座のほかに、横浜常設館や横浜日活館などがあり、邦画も洋画（外
国映画）も上映されていた。学生には洋画が人気であり、ときには馬車道
にあった横浜宝塚劇場にも出向いている。
　また、横浜常設館の裏には『園生』という喫茶店で、ベートーヴェン、
モーツァルト、メンデルスゾーンなどのクラシック・レコードを鑑賞して
いる。そして、“森キン”といわれた森永キャンディーストアや明治屋、
不二家にも通っている。このようにみると、戦時にむかうなかでも、学生
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たちはまだ青春を謳歌し、学生生活を楽しんでいたことがわかる。
　それでは、田中正司はどのようであっただろうか。彼の著書は、自身の
3部11編の論考やエッセイと、ゼミナールOB11名のエッセイからなって
おり、ここで主に対象とするのは、「第 1部　私の青春と思想」に収録さ
れた「私を支えた問題意義　社会科学と私の出会い」（1969〔昭和44年〕4月）、
「ある出会い」（1979〔昭和54〕年 3月）、「私の青春と学問遍歴」（1983〔昭
和58〕年11月）の 3編である。
　まず「私を支えた問題意義」を見ると、田中の学生時代は「太平洋戦争
前後の時代でしたが、当時の徹底した軍国主義教育の下に育ち、まだおさ
ない青年として歴史とか社会の出来事を大きなパースペクティブの下でと
らえていくという歴史意識が欠如していた」（ 2頁）とし、自身の学問的
問題意識は終戦の1945〔昭和20〕年の 8月15日からはじまったという。
　もっとも、自分の知的生活のはじまりは、Y専入学からスタートしてい
るとしている。それまでの「教科書中心の与えられた世界から解放されて
自由な学問の世界を垣間見たときにはじまった」（ 2 頁）というから、Y
専の教育や環境は田中にとって刺激的であったといえる。
　それは、野並にもインパクトを与えている。野並は前述したクラブ活動
などを通じて青春を謳歌していたようだが、心のなかでは、人間はなんの
ために生まれてきたのかとか、人生の本当の意義とはなんなのかといった
思索の世界に沈んでいく時間も多くなったという。「両親と口を利くこと
も少なくなり、…（中略）…人生論や人間論など、一度や二度読んでも理
解できないような本ほど魅力を感じたものである」（44頁）としている。
　それに対して、田中の場合、Y専に入学してから学問の世界の透明さや
多様性に魅了され、経済学を中心とした学問への知的渇望にとりつかれて
一生懸命本を読んだとし、出版数年後であったケインズの『一般理論』に
も挑戦している（ 3頁）。
　つぎの「ある出会い」は、1942〔昭和17〕 3 月末に、朝鮮半島にあった
京城高等商業学校からY専に移ってきた着任したばかりの山田長夫との出
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会いを書いたものである。田中は 2年生になっていったが、山田から「植
民論」と「日本産業論」を教わっている。
　 3年生の時に、田中のゼミナールの担当教師であり、ケインズ経済学を
研究していた塩野谷九十九が名古屋高商に移ることになったため、山田の
ゼミナールに移っている。もっとも、6ヵ月の繰りあげ卒業であったので、
本格的に山田の指導をうけたのは終戦後のことになる。
　さらに、もうひとつの「私の青春と学問遍歴」を見ると、Y専の校舎は
立派ではなかったが、「スタッフの方はかなり優秀で…（中略）…後にそ
れぞれの領域で一流の研究者になったスタッフがそろっておりました。学
校の雰囲気それ自体もかなりリベラルで、私も入ったとたん、いわゆるカ
レッジ・ライフをエンジョイすることができました。」（19頁）と述べている。
　入学した年の12月に日米開戦になるが、このときのことについては、つ
ぎのように書いている。「真珠湾攻撃の日に、（前田・筆者）校長が獅子吼
して、皇国の興廃この一戦にあり、各員一層奮励努力せよといった建前論
をはなばなしくぶっていたその日に、ゼミナールの塩野谷先生がこの戦争
は絶対に負けるといわれたのにはびっくり仰天したことだけです」（27頁）
という。
　塩野谷の、日米の生産力が 1対13で相当のひらきがあるために、日本は
アメリカに対抗できないという話を聞いて、田中は驚くとともに強い印象
をもっている。おそらく、野並も塩野谷などの話を聞いていたのであろう。
　とはいえ、「その翌日から、そんなこと言ったらいっぺんに憲兵隊にひっ
ぱられますから、塩野谷先生をはじめ誰も一切、日本の軍事体制云々といっ
た批判をする人はいなくなってしまった」（27頁）としている。
　田中はY専卒業後には大学への進学を考えていたが、アッツ島の玉砕
（1943〔昭和18〕年 5月）といったこともあって、「いつどうなるかわから
ない状況になり」（23頁）、大学進学をあきらめて、 6ヵ月の繰りあげ卒業
のあと、三菱石油に就職している。
　このように、戦争の影響が明らかにでているが、その後の敗戦をむかえ
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る時期とちがって、まだカレッジ・ライフをエンジョイできる状況は残っ
ていた。Y専の所在地である京急の南大田は伊勢佐木町に近く、授業が終
わるとほぼ毎日伊勢佐木町までブラブラ歩いていき、遊んで帰っている。
日の出町で下車した野並とちがって、田中は徒歩ではあったが、同じよう
に“ザキブラ”をしている。
　喫茶が10銭、ケーキが15銭、映画が25銭、岩波文庫の星ひとつが20銭の
時代に、彼は親から30円のこづかいをもらっていたので、 1日 1円使って
も十分な学生生活であった。後年田中の三菱石油の初任給は70円であった
が、Y専時代には「毎日学校が終るとザキに行って、お茶を飲んでケーキ
を食べて映画を見て、そして本を買って帰るという生活をしていました」
（19頁）という。
　野並も学生生活を楽しむとともに、「思索」の世界にふけったとしてい
るが、田中の場合には「神中、今の希望ヶ丘（高校・筆者）始まって以来
の空前絶後の大秀才」（21頁）といわれた山田長夫との出会いによって、
人間的、思想的な形成が可能になったとしている（22頁）。
　いずれにせよ、戦局を楽観視する傾向にあった戦争前半期には、学習や
研究が可能で、学生生活をエンジョイできる状況も残っていた。しかし、
勤労動員、学徒出陣、そして空襲により、それが一気に“インポッシブル”
になる局面をむかえる。
12．戦争後半期のY専
　昭和18年 3 月の『一覧』のところで見たように、学生に対する教育の機
能は低下し、教職員と学生すべてがメンバーとなる報国団が結成されて、
報国の精神とそのための心身の修練が重視されるようになる。『Y専の沿
革と回顧』のなかで「学徒兵」を書いた山田長夫は、当時の文部省は「陸
軍省文部局」と陰口されたといい、学校は士官学校や下級将校養成所の観
を強くしたという（66頁）。
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　スポーツ系のクラブ（部）も班と改められ、報国団の一部として位置づ
けられることになる。また、戦時下における学内の緊急事態、とくに空襲
への対応方法が決められ、学生と校舎の保護のために宿直制度を改めたり、
待避訓練や防火演習が行われたりしていく。
　しかしながら、事態はさらに最悪の方向に進んでいた。そのひとつは、
学生のなかにも応召者が出て、出征する人びとが見られるようになってい
く。同年配の若者が出征しているのに、学生が救済されるというのはおか
しいという風潮が強くなる。そして、この年の10月に、いわゆる「学徒出
陣式」が大々的に開催され、学生は戦場に駆りだされていく。
　ふたつめは、生産現場で労働力が目立って不足してきたために、勤労作
業に従事する労働力として学生を供給すべきということになり、勤労動員・
勤労奉仕が大規模に行われた。Y専もこれに従い、教育機関としての役割
を著しく低下させていく。
　そして、もうひとつは、空襲が激しくなってY校とY専もそれによって
甚大な被害をうけたのである。1942〔昭和17〕年 4月に敵機が学校の上空
にあらわれ、被害はなかったとすでに述べたが、終戦の1945〔昭和20〕年
の空襲はY専教師を死亡させるものとなる。
　以下では順次、これらの 3つについて述べていく。まず学生の出征から
見ると、上述した山田長夫の「学徒兵」をあげなければならない（65－71頁）。
山田は、新京商業から1942〔昭和17〕年に入学し、学徒兵として出陣した
町正宇のことを愛惜の思いをこめて書いている。柔道部と音楽部に属し、
明朗な性格の町はだれからも愛され、尊敬されていた。山田のゼミナール
で学習していたが、学徒動員に応じて上述の学徒出陣式後、学校を去って
いく。
　航空隊に志願して群馬県館林で訓練をうけ、その後静岡県の浜松航空隊
に配属されている。この間、山田との手紙のやりとりが行われ、彼は軍隊
生活の厳しい現実や学生生活の思い出などを山田に伝えている。
　山田はいう。多忙のなかでも「彼は詩人であった。グライダー訓練の広
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場に立って、砂煙の中にふと在りし日の学校生活の一コマを思い出す一首
など、感動に涙なしには読み得なかった」（67頁）と。そして、軍隊生活
はヒューマニズムに欠けていることを指摘した町の苦悩に、当時の若き学
徒の典型を見ている。
　1944〔昭和19〕年 4月に、町の戦友の将校から山田に手紙が届き、町の
戦死を知る。「先生の愛弟子、小生の戦友たる町少尉は実は先の 2月16日
のグラマンの空襲で壮烈なる戦死を遂げられしものに候。…（中略）…生
前町は先生より便りがある毎に小生に見せ、先生を慕ひ、経済学の事など
話し、一度先生に会って昔のやうな話を聞きたいと口癖のやうに申居候。
先生も遂に町に御会ひ致さず逝かれ、さぞ御残念と拝察仕居候」（70頁）。
これは、なんともやりきれない無残な手紙である。
　山田は終わりに「学校教育のあの暗黒時代に町君のような学生を多く生
んだことは、私はY専の誇りであり日本の誇りであると信じている。いず
れの国、いずれの時代に於いても、戦争は常に優秀なる若人を犠牲にする。
優秀なる若人程名誉を重んずるからである。…（中略）…あの無謀極まる
戦争によって敗戦国日本の蒙った最大の損失は、空襲による甚大な富の消
失や植民地投資の喪失ではない。優秀なる若人である。痛ましい哉。合掌」
（71頁）と書いている。
　ところで、1944〔昭和19〕年ころには、徴兵検査の年齢が19歳にひきさ
げられ、これによって多くの学生が召集されることになる。1943〔昭和
18〕年 4月にY専の専任講師（教養）になった野田壽雄は、新制の横浜市
立大学教授就任（1949〔昭和24〕年 4月）後まもなく北海道大学文学部に
転出しており、勤務年数は少ない。しかし、Y専時代の学生とのつながり
がきわめて深く、『望雲――Y専時代の思い出』（1999〔昭和74〕年、143頁）
という文集（〈資料25〉は表紙、〈資料26〉は目次）をつくっている。
　ここには、1943〔昭和18〕年入学、1945〔昭和20〕年卒業の19名の思い
出が収録されている。それを見ると、ほとんどの人が1944〔昭和19〕年か
ら終戦の翌1945〔昭和20〕年まで召集されている。
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　たとえば、高岡商業学校出身の河原一雄によると、「学生の徴兵延期が
無くなり、徴兵年齢も 1年繰り下げられ19歳となった。徴兵検査は横浜で
受けたから私のような体が小さく、体力の無い者が甲種合格の判定が下さ
れた…（中略）…また学校の授業もないので、特別甲種幹部候補生に志願
し、在学のまま（1944年・筆者）10月に前橋陸軍予備士官学校に入校する
ことになり、山砲兵として配属された」（33頁）という。
　このような徴兵が多くなるなかで、教授の安彦は「召集令状は次々に学
生を亢奮させた。日毎に「日の丸」が我々の卓上に持ち込まれた。我々は、
いちいちそれに署名し、激励の文句を書き入れた。其の日が来ると学生は
これをたすき
4 4 4
にして別れに来た。見送りに行けばプラットホームは一面「旗
〈資料
25〉
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の波」で、「勝って来るぞ」の歌声はいつまでも続いた」（『Y専の沿革と回顧』、
43頁）と書いている。
　『望雲』には、この「日の丸」が残っていることを明らかにした笠井盈の「思
い出」がある。仙台市出身の彼は、1945〔昭和20〕年 2 月に歩兵122部隊
に入営するが、校長の前田、田島、安彦、山田、吉田弥雄、田仲益見とと
もに、同級生24名のサインが載っているという。
　「（Y専の）思い出」を書いた府立三商出身の窪寺興一は、「私も 2学年
に進級早々に徴兵検査を受け…（中略）…いつ赤紙召集になるかと俎上の
魚のような気分の日々となり、今日も一人、明日も一人と赤紙召集で去り
行く友を見送る日々でもあった」（36頁）とし、そして、みずからも「勤
労動員中であったがY専を休学して昭和20年 1 月に東京小平の陸軍経理学
校へ入学した」（37頁）としている。
　つぎに、勤労動員について見ていこう。「Y専生活十七年の回顧」を『Y
専の沿革と回顧』に書いた田島四郎は、学生生活との関係が深い生徒課担
当のキャリアが長く、学生との接触が多かったが、教師としてきびしい対
応をとったために、学生からの反発や一部教員からの風当たりも強かった
ようである（31－33頁）。
　戦時も末期に突入する時期になると、労働力不足が目立つようになり、
勤労奉仕が求められ、生徒主事であった田島は勤労作業の計画実施に苦労
している。そして、戦争が激しくなるにつれ、勤労作業が強化されること
になった。「工場動員も初期には一か月のうち一週間や十日位であったが、
遂には通年動員となって、学校は軍需工場へ移った感があった。授業はほ
とんどなくなり、学生は終日油と汗とにまみれて工員と共に働いた。週に
一、二回重要学科の講義と教練とか作業の余暇に実施されたが、環境や設
備に制約されて、決して効果的とは云えなかった」（34頁）という。
　『望雲』を見ると、1943〔昭和18〕年ころは、田島のいうように 1ヵ月
のうち限られた日数で行われていたので、それほどの負担ではなく、勉学
にいそしむことができた。しかし、1944〔昭和19〕年には通年動員が実施
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されるようになったので、 7月以降学生は居住地によって数ヵ所の軍需工
場に配属され、ほとんど授業ができない状態になり、それは終戦のときま
でつづくことになる。
　学生の監督役を担当していた安彦も、前述の『戦争前後』のなかで「我々
（教師を含めて・筆者）は工場出勤という新しい生活様式を命ぜられた。
戦闘帽を冠りゲートルをまいては、日々、軍需工場に通う事になったので
ある。サイレンが鳴れば待避し、止めば又作業をつづけた。作業の種類は
色々で、砲弾に火薬を詰めるもの、機関銃を組み立てる者、或は旋盤と取
り組み、時には供給鉄材を運ぶものも居た」（43－44頁）という。
　そして、田島が述べているように、作業の余暇に行われる授業も困難になっ
ていく。『望雲』に「大東亜戦争下の私のY専生活」を寄せた田中繁義は、「先
生の講義も工場で受けたり、ゼミによっては時に集まってご講義を密に受
けられた方々もあった様ですが、大多数はバラバラになってしまいました」
（45頁）としている。
　田島はいう。「知識欲に燃える学生は、職場に教科書を持ち込み、参考
書を携えて、仕事の余暇には読み耽る者も少なくなかった。私は戦時下働
く学生の本当の姿をここに見出し、学生のこの態度には感激させられるも
のがあった。学生から書物を取り上げることは牛の角を矯めるようなもの
であって、休憩時間や防犯当番の際には却って奨励すべきであると考え、
然るべく手配をとるようにした」（35頁）。
　しかし、当時の学生にとってショックであったのは、教練担当の配属将
校が学生に投げかけた「お前等は大きく打てばダサン
4 4 4
（打算）と倒れ、小
さく打てばリジュン
4 4 4 4
（利潤）と倒れる」（傍点・筆者）という商業を軽視
した発言（加藤俊策「随想」、26－27頁）と、勤労動員中の読書であった。
川崎の大日本科学工業に出勤した際に安彦は、昼食後の休憩中にひとりの
学生がゲーテの『若きウェルテルの悩み』を読んでいるのが憲兵に見つか
り、本を没収され、ひどく叱責されたと述べている（『Y専の沿革と回顧』、
45頁）。
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　これと同じ工場であったかどうか不明であるが、『望雲』でも「或る時
は憲兵のロッカー検査があってゲーテの『若きウェルテルの悩み』が発見
され一同集合させられ机に軍靴のまま突立罵声を浴びせられた不愉快な事
件もあった」（萩原長幸「Y専時代の思い出」、57頁）と書かれている。
　要するに、横浜・川崎などの京浜工業地帯の工場や周辺の農村での勤労
奉仕で、学生らしい生活ができない状況にあった。学生はもはや学ぶべき
存在ではなく、戦争遂行の手段でしかなく、動員された学生のなかには不
当な暴力行為をうけたものもいたのである。
　さて、もうひとつは、いうまでもないが、終戦の1945〔昭和20〕年に横
浜も空襲により甚大な被害をうけたことである。横浜には 2度の大空襲が
あり、1回目は新学期早々の 4月15日であり、2回目は 5月29日であった。
「戦争前後」で安彦はこのふたつの大空襲のことを書いている。
　 4月15日の夜を保土ヶ谷の丘の自宅で過ごしていた安彦は、久保山（西
区）とY専のある南大田方面にB29がつぎつぎ飛来するのを見ている。味
方の戦闘機――これには1943〔昭和18年〕Y専卒の武者滋（16期）が機手
として乗っていた――の弾が命中し、同機は編隊から離れてぐるぐる夜空
に舞って墜落した。
　「見当は南大田方面である。これは大変だと思い、夜明け早々学校に駆
け付けた。前田校長は私を見るや否や「山口君がやられた」と云った。訊
けば昨夜の墜落機にぶつかったのだった。私は、すぐ収容されているとい
う病院に走った。ベッドに倒れているのは、まさしく山口太郎教授だ。…（中
略）…意識不明なのだ。私は暗然として、この親愛なる同僚の床側に立ち
つづけた。最後の息を引き取ったのは朝 8時頃であった」（49頁）。
　 2日前に東京空襲で自宅を焼失した山口は、その報告などのために登校
していたが、学校の周辺が火の海になったときに、Y校教員の飯田光三と
ともに校外に出てまもなく、京急線のガード下で墜落機の破片に打たれて
しまったのである。一方の飯田は1933〔昭和 8〕年のY専卒業生（ 4期）
であるが、即死であった。それはまったく無残な死であった。
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　桜の花で山口の棺を飾り、勤労動員されている工場から駆けつけた学生
とともに、列をつくって久保山の火葬場に向かっている。そして、その時
のことをつぎのように表現している。
　〜教え子のかつぐ棺のそばに寄り君の寝息を聴かんとはせり〜
　「山口教授は、早稲田（大学・筆者）文科出の劇作家で、学校では英語
を担当して居た。戦争に対しては常に消極的で「もう駄目らしいよ」と耳
打ちすることもしばしばであった。工場では酷使される学生の体を気にし
ては、よく庇護したものだ」（51頁）というのが、安彦の山口評である。
　そして、 5月29日の横浜大空襲をむかえることになる。保土ヶ谷の丘は
安全と思っていたが、安彦の家の縁側にも焼夷弾が落ち、敵機600機とか
700機ともいわれた空襲で、横浜の空は全面黒煙につつまれてしまっている。
そして、死者3,600名、負傷者10,000名を超える被害であった。
　空襲解除後、安彦は学校に走っている。Y校と再度同居していた校舎は
「流石に鉄筋はすばらしく、周囲一帯の民家が悉く焼けて満目焦土と化し
たその只中にあって、厳呼として形を崩さず、頂点にある地球儀のような
緑青色のドームが依然として中空に輝いていた」（52頁）。Y校の校舎は教
職員や生徒の防火作業により残っていたのである。
　しかし、罹災者の数は多く、Y校がその収容所になったため、文字どお
り“いもの子を洗う”状態であった。「見ると、元の木造校舎は、意外にも
残っていた。…（中略）…然し、生徒集会所は消失し、前面の図書館も書
庫を残して跡形もなくなっていた」（52頁）。そして、自宅から図書館の 2
階にある研究室に移していた本も焼失してしまうのである。帰路につくな
かで、安彦は空襲によって命を失った多くの人びとの姿を見ている。
　なお、市内中心部が焼け野原となり、横浜病院も焼失してしまったため
に、同病院はY校校舎に移っている。
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13．『望雲』にみる「思い出の教師たち」
　『望雲』によると、1943〔昭和18〕年にはほぼ正常に授業が行われてい
た。先にふれた『一期一会』と同じように、学生の反応にはかたよりがあ
るが、その当時授業に打ち込んでいた学生は教師たちをどのように見てい
たのであろうか。多くの人びとが思い出の教師のことを書いているが、「Y
専時代の思い出」の萩原長幸は、とくに多くの教員について触れているの
で、とりあえず彼のものからみていこう（53－55頁）。
　波多野尭（経済原論）――人柄は春風駘蕩、開口一番「風が吹けば桶屋
が儲かる」の話から始まったのが、なんともおかしくあり、忘れられ
ない。
　小木曽公（経済地理）――旧制の山形高校時代、インターハイのテニス
のペアのために、最後の 1年を留年した話にいささか驚いたり、感心
した。講義の内容は忘れたが、当時ハウスホーファー著『太平洋地勢
学』が世にもてはやされていたのを覚えている。
　前田新太郎（経済学）――東京商科大学の中山伊知郎門下と聞いていた
が、講義のほうはなかなか理解しがたく終わった。内容もあまり思い
出せないでいる。
　佐藤豊三郎（経済学）――講義は近代経済学の動向などが紹介され、国
内外の学者や著者などについて初めての知識を得た。国内では中山伊
知郎著『純粋経済学』、高田保馬著『第二経済学概論』、外国ではマー
シャルの『経済学原理』、ピグーの『厚生経済学』をはじめ、シュムペー
ター、ケインズ、ヒックス、ハイエクなどの著書や傾向などを概論的
に聞いたが、「理論経済学は数理経済学なり」と聞いて以来、経済学
は難解なものと直感した。
　山田長夫（ドイツ語・他）――丸刈りの印象が非常に厳しく感じられ、
当初軍国調かと思ったが、反対に合理派の先生だった。講義の内容は
覚えていないが、ポータブル蓄音機のレコードでシューマンの「エル
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ケーニッヒ」を、ドイツ語の勉強をかねて聞かせてくれた。また、著
書では当時エルンスト・アッベ著『硝子の驚異』の訳文が出て、カー
ル・ツァイスの先端技術の話を紹介してくれた。
　丸山覚（英語）――オー・ヘンリーの短編小説を教材にし、ユニークな
アメリカンイングリッシュのイントネーションが耳に残っている。研
究社の訳で『ザ・ラースト・リーフ』、『警官と泥棒』、『夫婦の贈り物』
など、およそ鬼畜米英とはかけ離れた話を興味深く読んだ。
　安彦孝次郎（道義・日本経済史）――「道義」では『言志四録』、『碧厳
録』、『西郷南州遣訓』、『氷川夜話』などを中心に、 1時間半の講義は
またたく間に過ぎ、これほど魅了された講義はなかった。人間の生き
方、その哲学思想など、はじめて人間について深く興味をもったのは、
このときである。偶然、東京神田の書店で教授の随筆集『人生風景』、『人
と人との間』の2冊の単行本を発見し、むさぼるように読んだ。また、「日
本経済史」では、米沢藩主上杉鷹山の藩財政立て直しの経済政策につ
いて話されたことを記憶している。
　武藤正平（中世経済史・ドイツ語）――東北帝国大学の出身で、『三太
郎の日記』の阿部次郎の門下生であり、合理派の教授で、服装などの
日常生活面でそれが感じられ、勤労動員中も絶対にゲートルはつけな
かった。教材なしで講義を行ったが、筆記をすると立派な文章になっ
ていた。第二外国語のドイツ語の指導はきびしく、宿題をやってこな
いとマレー語に行きなさいといわれた。テキストは、ヘルマン・ヘッ
セの『青春の彷徨』であった。ゼミナールで使用した教材は、テオドー
ル・マイヤー著『ドイツ近世経済史』で、とくに「都市国家とギルド
制度」を中心にしていた。
　野田壽雄（国文学）――東京帝国大学の久松潜一博士の若手門下生で、
江戸近世史が専門と聞いていたが、講義は古典の祝詞と古事記であっ
た。また、当時、著書として『平賀源内の思想と生涯』を出版している。
　田島四郎（会計学）――東京商科大学の吉田良三博士門下の会計学者で
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あるが、生徒課の生徒監の印象が強い。放課後の学生の行動などには
監視の目が厳しかったと感じた。
　荒木直（配給論）――自著の『配給論』をテキストにして歯切れのよい
調子で講義されたが、時勢に沿った統制経済の内容は無味乾燥に思え
た。1953〔昭和28〕年ころ、偶然にお目にかかったときは、文部省の
視学官の肩書をもっていたが、学生時代の『配給論』のことが思い出
された。
　さらに、萩原は定方鷲男（簿記）、松本淳（英語）、林信雄（民法）など
の名前をあげている。
　それでは、他の人びとはどのようであろうか。すでに引用した窪寺興一
の場合、塩野谷の名古屋高商、山城の東京商科大学への転出があったとし
ながらも、Y専に入学して印象に残った教師として、田島、定方、波多野、
佐藤、前田（新）、安彦、荒木、小曾根、林、松本、光畑、山口、山田な
どをあげている（35頁）。授業にオール出席であった彼にとっては、ほぼ
すべての教師の講義がインパクトのあるものであった。
　また、「Y専コンプレックス」を書いた平田誠治は横浜出身で、Y校、Y
専が自分の夢であった。将来は東南アジアに行くのだからという思いから、
第二外国語はマレー語を選択している。そして、印象に残っている授業は、
松本（クラス担当）のネルソン伝、丸山のオー・ヘンリーの短編小説、野
田の国文、安彦の歴史、波多野の経済論、荒木の配給論のほか、岡田中佐、
笠原中尉の教練をあげている。Y専は学問的雰囲気につつまれており、帰
宅後も教科書や教師推薦の書物を毎日読んでいたという（61頁）。
　さらに、すでに述べた田中繁義は、 1年生のときはまだまだゆとりがあ
り、講義をしっかりうけたり、楽しい親睦の集まりなどもできたという。
田島が部長の柔道部に属し、Y校の道場で練習していたし、油原の体育の
授業ではラグビーを楽しんでいる。野田のほかに「山田先生、佐藤豊三郎
先生など若く優秀な先生も居られ、年輩の優秀な先生も揃っておられ、有
難い学校だなとの思い出もあります」（44頁）と回顧している。
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　つぎに、以下では教員を個別に見ていくことにする。まず波多野尭であ
るが、既述の加藤俊策によると、経済原論の担当であり、教材は自著の『統
制経済の理論』であった。自由主義経済の仕組みが明快に述べられている
が、統制経済のほうは付け足しのように感じたという。波多野の頭は、講
義中に風が吹くと頭髪のすだれの部分がめくれて下地が見えたとも評して
いる（27－28頁）。
　八木下保三の「Y専時代の思い出」では、経済原論のほか、 2年次にゼ
ミナールをうけている。当時本は探しても見つからない時代であった。そ
して、窪寺興一の場合、後に述べる前田新太郎のゼミナールを希望したも
のの、前田の召集のために波多野のゼミナールに入って、マーシャルの経
済学入門を学習したとしている。もっとも、1944〔昭和19〕年 7月以降、
勤労動員の通年化で学習は困難になっていたという。
　小木曽公については、安藤公三郎「Y専時代の思い出」（14－21頁）の
なかで、彼が「まちがっても女学校の先生にだけはなるなよ」といったた
めに、不意を突かれた思いをしたと述べている。“キンチャン”の愛称で
人気のあった小木曽は、女学校の教師をしていた経験から学生にそのよう
な話をしている。
　前田新太郎について加藤俊策は、彼が中山伊知郎『純粋経済学』を推薦
してくれたが、入手できなかったという（27頁）。新刊は少なく、古本は
お金ではなく、本と物の交換の時代であり、入手がむずかしかったのであ
る。そして、ゼミナール希望であった窪寺は、1951〔昭和26〕年、北海道
大学に移った後の前田と親交を結んでいる（38頁）。
　安藤公三郎は、前田が学生の質問に答えられず、「中山伊知郎先生に聞
いてくる」と述べたことについて、新任の教員をからかってやろうという
イタズラ心が学生の側にあったが、正直にわからないといった前田の率直
さに、学者の良心を感じている（16頁）。
　「Y校・Y専」（50－52頁）の永田昌一郎は、佐藤豊三郎のゼミナールに入っ
ている。佐藤の授業は前田や山田などと同じ難解な授業で、半分わかれば
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上出来といわれていたが、数学と経済の関係性がおもしろく、16名が佐藤
のゼミナールに入ったという。中山伊知郎の本を使うが、本がないので、
やはり筆写している。
　このとき佐藤はゼミナールをはじめたばかりで、一生懸命であり、鶴見
区東寺尾の自宅にまで学生をまねいて学習させている。学生はよく勉強し、
なかには後年、一橋大学の学長となる宮沢健一がいた。そして、貴重品の
砂糖が入った紅茶のうまさは記憶に残っているという。
　「山長（やまちょう）さん」の愛称をもつ山田長夫については、秋本龍
美の「山田ゼミの思い出」（10－14頁）がくわしい。「経済思想史」をテー
マにしていたが、厳しさで定評があり、40名を超える希望者がいたが、ド
イツ語の文献を読めることが条件なので、最終的には 6名にまで絞られて
いる。きびしい学習に耐えていたが、勤労動員と山田の病気のために、ゼ
ミナールの指導は困難になる。しかし、「今でも目を閉じれば、『なに！』
と顔に青筋をたてて、つかつかと教壇から降りてくる先生の稍（やや・筆
者）神経質にも思える顔が私の心を捕らえて離さない」（12頁）という。
　加藤俊策によると、当時英米派の人びとは自由主義の信奉者として排斥
されはじめていたが、山田は「イギリスでは言論の自由があり、ハイドパー
クの一角には何でも自由に言えるコーナーがある。そこでイギリス政府を
倒せと主張している人を護っているのは同政府の警官である」（27頁）といい、
「経済学者は部分的には歴史学者であり、哲学者であり、政治家でなけれ
ばならない」といったケインズの言葉も紹介している。
　ところで、既出の平田誠治は、いつからスタートしたかは明らかにして
いないが、音楽を愛し蓄音機を学校に持ちこんでいた山田が、勉強がしに
くい環境にある学生のことを気づかって、図書館で参加自由の「日曜学校」
を開講し、平田もこれに参加している。しかし、1945〔昭和20〕年 5月29
日の横浜大空襲で図書館が焼失してしまい、「これで日曜学校も終わりだな」
（63－64頁）と一寸さびしい気持ちになっている。
　つぎに安彦孝次郎であるが、彼のゼミナールは人生観的・人生哲学的な
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内容をもっていたので、学生には一番人気の教師であった（11頁）。加藤
俊策は安彦について、佐藤一斉の『言志四録』をよく引用したといい、「一
燈を提げて暗夜を行く。暗夜を憂うること忽れ（なかれ・筆者）。只一燈
を頼め」という文章を思いだしている。
　そして、試験問題に「勤労の倫理性について」がだされたが、だれかが
「先生、倫理性とはなんですか」と質問したところ、「それをいったら答え
を教えるようなものではないか」と叱られ、学生はみなシュンとしたとい
う（27頁）。
　安彦のゼミナールに所属していた幸田誠治は、勤労動員中に火薬で茶色
に染まった指を洗っていたがきれいにならないのを、監督にきていた安彦
に「君はタバコを吸うのか」と聞かれている。質問の意味がわからず、「い
いえ」と答えている。のちにタバコ吸う友人から「君の指は、毎日根元ま
で50本ほど、 2年以上吸っているね」といわれたという（61－62頁）。安
彦は幸田の手をよく見ていたのである。
　萩原長幸も勤労動員中の工場での思い出を書いている。味の素の川崎工
場で学生を監督をしていた安彦は、工場視察中の社長鈴木三千代に会って
いる。ふたりは東京商科大学の同期生で、お互いに楽しそうに会話してい
るのをほほえましく見ている（57頁）。
　武藤正平については、安藤公三郎が書いている。後年病気の武藤を友人
数名と見舞いに訪問したところ、歓迎を受けている。分厚いヴィンデルバ
ンドの哲学の入門書を学生たちに見せ、自分は高商時代に読み込んだと述
べている。武藤は自分と同じようにY校の卒業（39期）であり、Y校では
ドイツ語がなかったから、わずかの時間でドイツ語をマスターしたのだと
思い、ビックリしている。
　武藤はY校のあと、Y専ではなく横浜高商を経て、東北帝国大学に進学
したといい、Y校時代に独学でドイツ語を学んだのではないかと推察して
いる。当時武藤からへルマン・ヘッセの『秋の徒歩旅行』の講読の授業を
うけており、自分は悪戦苦闘の最中であったと回顧している（15頁）。しかし、
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安藤があこがれた武藤は、 2年次のときに中国の北京に去ってしまう。
　さて、野田壽雄であるが、『望雲』自体が野田と彼のゼミナール生など
が中心になって編集したものだけに、多くの記述がある。若くて学生を紳
士として対応する野田に、学生たちは魅了されている（14頁）。安藤公三
郎もそのひとりで、武藤が去ったのち、Y専の自由の灯を守っていた貴重
な存在として野田を見ている（16頁）。
　林三喜夫の「思い出すこと」（58－60頁）を見ると、武藤の経済史のゼミナー
ルが解散することになり、野田ゼミナールの 1期生のほとんどが武藤ゼミ
ナールの学生で占められている。野田のY専赴任後初めての授業は額田王
の話であったが、皇国史観が支配していた時代に、「壬申（じんしん）の乱」
などの講義をしていることが世にもれたらと心配したが、なにもなく安心
したという（59頁）。
　また、加藤俊策は部厚いテキストで国語の授業をうけたが、野田は声が
小さくて後方の席ではよく聞き取れなかったという。しかし、「立春が過
ぎたから、もう厳しい寒さはないでしょう」といわれ、この一言で戦時中
の暖房のない教室の寒さから一瞬解放されている（27頁）。
　この国語については、岩崎俊平の「野田先生の思い出」（24頁）でもふ
れられている。“青白きインテリ”のような野田の授業は「祝詞」や「宣命」
の説明、古事記を中心とするものであった。クラスのなかでは、つまらな
いから彼を困らせる方法を考えたという。神主になるわけではないので、
祝詞などの授業は不要であるのではないか、子供だましの「古事記」の話
などだれが信用できるのか、などと質問をしたが、後年、野田には「いう
にいえない」の時代の背景があったことを思い、自分たちの未熟さを反省
している。
　なお、その他の教師についての記述は少ない。新関寛夫（法律）の最初
の授業の仕方がおもしろく、全員がどっと笑い声をあげた（安藤公三郎、
14－15頁）ことが述べられている。
　興味深いのは、校長前田に関するものである。前田が存続の危機にある
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Y専のために苦労していたことなどについては、学生が知っていた記述は
なく（56頁）、わずかに、川原一雄の「Y専時代を省みて」（31－32頁）を
見ると、校長の朝礼などの訓話はタイムリーな内容で理路整然としており、
自分の考えをはっきり述べており、大いに共感するところがあって関心を
もって聞いたとしている。
　また、永田昌一郎も「先生の「然（しか）り而（しこう・筆者）して」、「好
むとを好まざるにかかわらず」等の御言葉は今でも耳に残って居る。その
後明治人らしいこういう演説を聞いたことがない。風格ある人と思う」（52
頁）と評している。
14．1945〔昭和20〕年の第17回卒業式
　戦争は敗戦というかたちで終わった。もう少し早く終結をむかえること
ができたらと思うが、 8月15日で終わりを告げる。
　学校に在籍のまま入隊していたために、除隊後 6ヵ月繰りあげの 9月21
日の卒業式に間に合って出席できた人もたしかにいた。『望雲』の「昭和
20年終戦前後の私」の小永井運は、愛知県豊橋の予備士官学校の閉校とと
もに帰省し、 9月になって学校に行っている。「九月の上旬に学校にて補
講みたいな授業が若干日あって中旬卒業式がおこなわれた」（40－41頁）。
彼は最後の授業をうけて卒業式に出ている。
　そして、窪寺興一の場合、 9月 2日復員し、身辺整理をした後、Y専が
どうなっているかと思って登校している。友人に会えることを楽しみに登
校して、数日たった 9月21日に卒業式がY校の講堂で行われ、ガリ版刷り
の卒業証書を授与されている。
　しかし、卒業式に出ることができなかった学生もいた。清水保高の「わ
れら戦中派」（41－44頁）によると、卒業式が終わった 9月下旬に、友人
から卒業式で自分の名前が呼ばれたとの電話をうけとり、学校にむかって
いる。復員したばかりなので卒業できないと思い、次の年の 4月からまた
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通学できると考えていたが、Y校の事務室に行くと、「ご苦労様」の一言
ののち卒業証書をもらっている。
　そして、平田誠治は10月初旬に、1年 3ヵ月ぶりにY専に登校している。
このとき応対したのは、生徒課担当の田島四郎である。田島に復学の思い
を伝えると、「君はもう卒業しているよ」といわれ、卒業証書を渡されている。
「終戦時の粗末な紙質と印刷の卒業証書は私たちの粗末なY専生活を象徴
しているように思えて私は暗然とした」（66頁）とし、自分の“Y専コンプ
レックス”はこうしてはじまったという。
　すでに述べた山田ゼミナールの秋本龍美は、金沢八景にあった日本製鋼
所での工場動員のあと兵役となり、当時中支・北支といわれた地域をさま
よったのち、天津で終戦をむかえている。その後捕虜生活を経験して、
1946〔昭和46〕年12月に日本に帰っている。終戦からすでに 1年 4ヵ月が
たっていた。　
　「早速、母校を訪ねて学年復帰を願い出たが、既に卒業扱いになってい
て願いは果たされず、山田先生にすがったが事務上不可能だと宣告され、
謄写刷りの卒業証書を持って、涙ながらに帰ってきた」（13頁）という。
ここには、山田のもとで「経済思想史」を学べなかった悔しさがにじんで
いるが、「山田ゼミに入ってしぼられた勉強の厳しさ」をかてにして、そ
の後の人生を歩んできたと吐露している（13頁）。
　このように、第17期の卒業生のなかには、学べなかったことから復学を
望む人びとがいたが、結局のところそれは許されず、戦後の混乱した社会
に送りだされている。
　ところで、この卒業式について教員はなにもふれていない。教師にとっ
てはあまり思いだしたくないことであったのであろうか。それとも、教育
の再生を求めて新学期をいかにむかえるかということのほうに関心があっ
たのであろうか。『Y専の沿革と回顧』のなかで「戦争前後」を書いた安
彦孝次郎は、10月以降の学校の再開について述べているが、この卒業式に
ついては言及していない。
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　そして、生徒課担当の田島四郎は同じ書のなかで、終戦後金沢八景の日
本製鋼所の工場広場で涙をのんで工場動員の解除式をあげ、秋以降に新学
期をはじめることにして解散したと述べているにすぎない。
　田島と光畑愛太は空襲下で入学式を行ったあと、ただちに学生とともに
同工場の追浜寮に入っており、そこで終戦のときまでを送っている。しか
し、 9月21日の卒業式のことについては、やはりふれていない。
　学生にとって学習の総決算ともいうべき大切な卒業式が、この年に限っ
てはこのようなものであった。勤労動員と兵役により、学習できた期間は
2年半の就業年限のうちおよそ半分しかなかったのである。平田誠治の“Y
専コンプレックス”は、これが理由であった。もっとも、この時期、日本
の高等教育機関はどこもほぼ同じような状況にあった。
　なお、この第17期には、既述の佐藤ゼミナールの宮沢健一や、田島ゼミ
ナールで財務会計のオーソリティとなった宇南山英夫など、その後の日本
を代表する学者がいる。横浜市大の教師としての筆者も指導をうけた宇南
山は、のちに横浜市大商学部長として、商学部の発展に貢献した。
15．終戦直後のY専
　『Y専の沿革と回顧』のなかでこれまでとりあげなかった教師に、相原
良一（英語担当）がいる。彼の「Y校よりY専へ」（59－64頁）は、Y校
やY専さらには横浜への愛情にあふれている。Y校出身の相原（40期）は
1943〔昭和18〕年にY専に奉職しているが、戦中戦後のことを以下のよう
に述べている。
　「Y専へ奉職することになって、再び懐かしい清水ヶ丘へもどってきた
私は、今回の戦争で劇しい戦火の中を、また慌しい終戦後の混乱の中を終
始Y専を離れず、学校が爆撃の危険に曝された当時は、万一の時は学校と
運命を共にするつもりでいた。私は終始学校の図書館や教場の窓から横浜
を見守り、学校を見守って、一日も離れなかった。もし人から後日になっ
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て、あの当時の学校はどうでしたかと聞かれたときに、満足な答えが出来
ないようでは、他の人は兎も角、私としては甚だ申し訳ないことだと思っ
て、出来得る限り学校から離れないように心掛け、それを、特にこの私に
課せられた義務であると考えていた。幸い学校はその後、戦後の苦しい試
練の中に着々復興の一途を辿ってきたことは、私にとって何物にも代え難
い大きな喜びであった」（61－62頁）。
　相原のこのような思いなどが根底にあって、Y専の再生がはかられてい
くが、戦後の混乱ははげしく、まさに苦しい試練のなかでの再スタートと
なっている。
　田島四郎の「Y専生活十七年の回顧」は、終戦後の学生生活の変化を明
らかにしている。戦時中の反動による自由主義、民主主義の嵐のなかで、
学生は自主的に生活を送れるようになった。召集されていた学生は学校に
もどっている。それだけでなく、陸海軍の諸学校の廃校などにともなう、
これらの学校から解放されたいわゆる“復員組”も収容することになった。
復員組のなかには軍人文化といったものがあり、そのなかで「従来の学生
との間の調和ということに大いに弱らされた」（37頁）という。それは水
と油の関係のようであったとされる。
　終戦による虚脱状態にインフレ、食糧難、交通難、住宅難がくわわり、
とくに地方出身者や俸給生活者の子弟は困窮をきわめ、学生はみずから学
資などを得なければならず、「アルバイト」を行うことが一般化している。
学校もアルバイトの斡旋を行い、学生の救済策としている。そして、「曽
つては最も重視した欠席、遅刻、早退等の出欠管理も極めて緩大に取り扱
うこととした」（38頁）。
　それでは、「戦争前後」の安彦はこれらをどのように見ていたのであろうか。
彼も、陸海軍の諸学校から復員した学生のなかに軍人文化に染まったもの
もいたが、それは一部であったとしている（54頁）。
　そして、インフレの進行により、学生がアルバイトをしなければならな
くなったことについては、同じように認めている。しかし、とりわけ安彦
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にとってショックだったのは、優秀であるが、授業に出席できずにあまり
にも欠席の多い学生であった。理由を聞くと、家計のために昼夜とも働か
なければならないと伝え、その後は登校しなくなっている。そして、「思
い出すだにいじらしい悲劇である」（57頁）という。
　このような厳しい状況のなかで、終戦から 1ヵ月半後の10月に授業が再
開されている。終戦後をY専で過ごした人びとの思い出はきわめて少ない
が、それを見ることにする。
　安永尊則の「記憶に残るあれこれ」（87－91頁）によると、千葉県・土
浦海軍航空隊を除隊したのち、10月29日にGHQの命令で実施された「軍
関係出身者特別編入試」を受験して合格している。これは田島や安彦のい
う陸海軍の諸学校からの復員組をさしている。1948〔昭和23〕年 3月の卒
業（19期）であるから、修業年限は 2年半になっているが、在学中は勤労
動員や兵役から解放され、自由な身になっている。
　彼の思い出は主に 4つある。第 1は、きびしい食糧難であったので、「買
い出し」に精をだしたことである。第 2は、田島、安彦が述べた「アルバ
イト」であり、松根掘り作業、DDTの散布、横浜港の荷揚げ、選挙運動
の応援活動などに従事している。そして、第 3はサークル活動であり、硬
式テニス部と映画研究会に属している。
　最後が野田ゼミナールの思い出である。授業には比較的まじめに出席し
たが、思い出に残っているものは少ないという。野田が自宅でゼミナール
を行い、食糧難のなかで食事を提供してくれたことを、「食べ物のご恩は
一生忘れない」（91頁）と率直に述べている。
　これに対して、前年の47〔昭和22〕年 3月の卒業生（18期）は1944〔昭
和19〕年の入学であるから、勤労動員や兵役に従事している。「思い出の
記」を書いたY校出身の上田忠治は、Y専合格後「Y専は知る人ぞ知る学
校なのだと感心した」（74頁）とし、勤労動員前の授業のなかで印象に残っ
ているものをいくつかあげている。
　学生たちが“ラディアン”の愛称を与えていた佐藤豊三郎の経済学は、
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数学を駆使して学生は大変であったが、限界効用の授業はおもしろく、ま
た、“ラブク”とあだ名をつけられた光畑の英語も印象に残っているという。
　そして、林信雄（法学）はくり返し「合法、非合法は歴史的範疇に属す
る」と述べていたという。さらに、授業中の息抜きに、安彦がかつての学
生時代の下宿生活を「なんとなく袴をつけてみたりども、さて行く先もな
し土曜日の午後」という歌にしたことに、「穏やかな時代の、なんとなく、
焦りとやるせなさを感じさせ、また、懐かしさの感じもある良い歌だと、
私は思った」（74頁）と述べている。そして、「林教授も安彦教授も、平和
な時代が来ることを願い、致し方ない当面の時下、自ら秘かに慰めていた
のかもしれない」（74頁）としている。
　さらに、学生の憎まれ役であった田島については気の毒に思い、同情し
ている。「体育系の教師ならば、いざ知らず、著書も多く、簿記会計の分
野では、名の知られた先生が、映画で見る六尺棒を持った奉行所の、御用
の下っ端のような行動をとっていることが嫌で、憎くもあった」（75頁）
と評している。
　上田はこののち、勤労動員と兵役のことにこまかく触れ、さらに終戦後
の 1年半についても述べている。やはりアルバイトのことを書いているが、
他の高等教育機関でも見られた「無能教授排斥集会」がY専でも開かれた
ときの話は興味深い。無能とされる教師を明確にさせないままに行われた
ヒドイ集会であったというが、「青柳君が登壇し、「己を知れ」と先哲の言
葉を引き、自分たちはおのれにどれほどの学力があるかを省みたほうがい
い」と、見事なスピーチを行っている。
　この演説で集会は解散し、二度と開かれなかった。「青柳君は、其の後、
会計学者になった」（80頁）としているが、それは、宇南山英夫とともに
横浜市大商学部の会計学を支え、さらに日本の会計学の革新（イノベーショ
ン）に貢献した青柳文司（18期）の若き日の姿であった。
　そして、講義内容で思い出に残っているのは、野田のヘーゲルの精神現
象学や唯物弁証法であった。彼は1948〔昭和23〕年に『唯物弁証法入門』（研
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進社）を出版しているが、上田はこの弁証法だけでなく、聖書の「すべて
よかざるはなし」（all iswell）の話を聞き、影響をうけている。野田の弁
証法とオール・イズ・ウェル、そして林の「合法、非合法は歴史的範疇に
属する」を、ものごとを考えるときの基礎にしてきたので、困難にぶつかっ
ても、絶望を感じることはなくなったという（81頁）。
　同じ18期の植松国男の「若き日の遍歴」（81－84頁）は、戦時下であっ
たので、入学時から半年間は勉強して真理をさぐるよりは、戦争に行き、
立派に戦うための準備であり、自分自身も大川周明の皇国史観に凝り固まっ
ていたとしている。勤労動員後に入隊し、復員後の10月に学校にもどって
いる。
　食糧難であり、休講も多かったが、講義は軌道にのりはじめている。彼
にとって印象に残っているのは、山田の経済原論であった。授業中にベー
トーヴェンの第 5番シンフォニーを聞かせてくれ、文化的雰囲気に飢えて
いた当時の学生は感激で一杯になったという。また、道義の時間に『三太
郎の日記』を講じてくれた安彦の授業に感銘をうけている。
　簿記や会計学などにはあまり関心がなく、文学好きであった植松には、
復帰した早瀬利雄の「社会学」、野田の「哲学史」、武藤の「経済史」など
が面白かった（82－83頁）としている。
　『望雲』にはさらに、1946〔昭和21〕年入学、49〔昭和24〕年卒業（20期）
という「終戦後組」の人びとなどの寄稿も見られる。宇山豊春の「野田先
生との出会い」は、戦後の混乱のなかで人間不信に陥っていたが、野田の
『方丈記』の授業で、自分のなかのうっ積した心が雪どけのように消えていっ
たという（93－94頁）。
　また、佐藤益彦の「私のY専時代」は、入学したものの、食糧事情もあっ
て、アルバイトをしながらの学生生活であった。後年森ビルの経営者とな
る森泰吉郎の「国際貿易論」にはあまり関心をもてなかったが、小原、早
瀬、佐藤などの歯切れのよい授業に好感をもつとともに、野田の影響を強
くうけている。野田の当時の関心は広く、彼からドイツのイデオロギーや
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日本資本主義発達史を教えてもらっている。
　クラブ活動は文芸部に属し、前年に発行された『Y専文芸』（第 2号）
に小品「巡礼」を書いている。佐藤はこのほかに、当時共産党の活動が活
発で、その夜間講座にも出席して時代の流れをかぎとっている（94－98頁）。
　「Y専と私」（105－107頁）を書いた鳥居忠雄は、入学した翌1949年の10
月、Y校の創立65周年とY専の20周年記念祭を行う委員会にかかわったこ
とを述べている。所属していた新聞部はこのイベントの広報活動を担当す
るとともに、児童文化研究会を発足させ、記念祭で周辺の小学生を対象に
児童劇「野口英世伝」を見せている。Y校講堂は小学生で満員になってい
る。当時は楽しみのない時代であったので、子供たちの喜びは大きかった。
　記念祭が終わると、横浜市は授業料の値上げをもちだしてきた。学生運
動が盛んになっている時期でもあり、横浜市内では横浜高商、横浜商工、
横浜専門、関東学院、それにY専をくわえて、いわゆる「全学連」という
運動組織が結成されている。もっとも、横浜高商と横浜専門が主導した活
動は共産党的な色彩が強かったため、Y専生の考えとは必ずしも一致して
いなかった。そこで、Y専の学生は独自の運動を行い、当面の授業料の値
上げ反対に集中している。
　なお、鳥居はその後の活動の変化についても述べている。それは、Y専
の終わりにつながる新制大学への移行に関するものである。具体的には、
発足する大学をどこにおくかという立地の選定であり、軍の施設跡地であっ
た本郷台駅周辺と現在の金沢八景周辺の 2つの候補地について、校長の前
田とともに再三横浜市と交渉・陳情を行っている（107頁）。そして、復刊
した学生新聞も大学昇格へのキャンペーンを張り、運動を支援している。
　この大学への移行については、前述の宇山と田島にかわって生徒課長に
なった当時の野田のことを、「市立大学の準備でご多忙だったのでは」（96
頁）と書いている。つまり、学生たちも大学にむけての動きについて気づ
いていたことになる。
　この時期は混乱で特徴づけられるが、学生は貧しいなかでも自由を実感
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できている。その象徴となったのが、Y校でダンスパーティが開催された
ことである。創立以来はじめてと思われるダンスパーティは、校長前田の
反対を説き伏せた野田のサポートなどもあって、大盛況に終わっている。
暗い時代ではあったが、若者たちが集まってこの一大イベントをつくりあ
げている（今井信夫「南方経済科からY専へ」（92－93頁））。そして、山
本恭之助の「Y専時代の思い出」（107－110頁）でも、自分の性にはあわなかっ
たが、学生自治会の委員のひとりとして、このパーティの受付係を行って
いる。
　このように、同じように混乱期とはいえ、18期、19期と20期（終戦後組）
との間では、ちがいがある。
16．Y校校長・山田瑛の見た教師たちの回想
　『望雲』には、1947〔昭和22〕年入学、1950〔昭和25〕年卒業（21期）
の山田瑛の『斜影』（119－124頁）が特別寄稿として掲載されている。彼
はY校の教員としてキャリアを積み、1988〔昭和63〕年 4月に同校の校長
となり、1990〔平成 2〕年 3月に退職している。
　この寄稿は彼の含蓄のある戦後論というべきものであるが、そこにはY
専の教師に対する回想も含まれていて、なかには若干きびしいコメントも
述べられている。
　彼が強く感銘をうけた授業は、「アメリカ事情」の小原敬士と「商法」
の竹内敏夫のものである。それは教養豊かで、どれほど拝聴しても、知の
空腹をいやすことができないほどの余韻を残す授業であり、およそ四半世
紀後に出版された木村尚三郎の『西洋文明の源流』とくらべても劣ること
なく、当時のY専の学生が求めたものは、まさしく竹内の「西洋文明の実
像」であったとしている。そして、早瀬利雄の授業もインパクトが大きかっ
たが、それとはほとんど別のものであると感じている（123頁）。
　田島については、「 3度いっても理解できない人は 3 ％しかいない」と
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学生にむかってきびしく発言していたが、それを、詰めこみ主義の授業の
典型であると評している。
　1965〔昭和40〕年頃、山田は高校生むけの田島の会計（簿記）の作成に、
宇南山英夫とともに支援している。しかし、田島の簿記は「各論」中心で「体
系」がなく、商業高校以外の生徒には学習がむずかしいものであったという。
　そこで、簿記の体系を経済循環関係から導いて、自身で『簿記会計の学
習』（同文館）を出版したが、このときすでに田島はこの世を去っており、
あとの祭りであった。バランス感覚がないために、東洋の暴れ者になって
しまった日本人に反省の念をもつ山田にとって、各論だけの田島の簿記に
は限界を感じていたのである（121頁）。
　山田長夫は勤労動員で勉強することができなかった学生をつかまえては、
ドイツ歌曲のリンデンバウムを知らないのかと詰め寄っているが、知らな
くても仕方がない時代であったのであろうにと山田瑛はいう。しかし、そ
んな山長さんの厳格な授業にもコツがあって、前列 3列目あたりまでの中
央の机に座っていれば、決して指名されなかったが、一方、「君は、見た
ことのない学生だね」といわれたら、おしまいであった。
　中国語担当の田仲益見については、彼からは「中国語」のみならず、「中
国文化」の高説を聞いたという。そして、田仲には亡くなるまで、Y校で
中国語を担当してもらっている。
　山田にとって、前田新太郎も思い出の教師である。戦争は経済力の差で
負けたと聞いてY専を受験したものの、山田本人も動員ぼけで、「経済」
という言葉さえその意味がわからずに入学しているという。慶應義塾の小
泉信三の経済学の入門書を読んだが、よく理解できなかった。しかし、前
田が黒板の前で考えこむ姿を見てから、「わからない」ことをはずかしい
と思わないようになったとしている。
　そして、中山伊知郎の教科書にでていた「均衡理論」を前田から聞いた
ほかに、森泰吉郎から貿易論などを教えてもらったが、1955〔昭和30〕年
代の高校の教科書には、それらの内容が登場するようになり、この時代に
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はY専時代のノートはごくあたり前の知識になっている（122頁）。
　さらに、経営管理論担当の笛木正治に、人事管理論を中心にしたアメリ
カの最新の研究を教えてもらっている。しかし、それらは1955年代の商業
高校の経営の授業を展開するには無理があったという。そして、笛木の紹
介もあって、戦前の短期間Y専に勤務していた山城章と日本経営学会の場
で対面している。また、田島が笛木に、会計学と経営学の接点を探求する
ように話したことを覚えている。
　山田による思い出の教師はつづく。校長の前田は理想主義者・孫文の三
民主義の話をしている。そして、民法の林信雄は「信義誠実の原則」を重
視していた。ふたりの共通点は、チョッキの胸ポケットに親指を突っ込む
ポーズであったが、理想主義者でモラリストの系譜に属する点でも、共通
していたと評価している（122頁）。
　林の教え子である石川利夫（民法）は山田瑛の恩師であり、その当時、
ソビエト法の正義の概念の究明に挑戦し、法曹制度学派に関する東西の研
究の接点を探求していた。石川の自宅へは、卒業後も柳下昇、宮沢健一な
どとともに訪問している（122頁）。
　野田からは井原西鶴の『世間胸算用』を教えてもらっている。しかし、
商業学校出身以外の多くの学生にとっては、「商売も才覚も打算も、その
感覚が理解できません。もし田島先生の簿記が、もう少し経済のバランス
の仕組みを適切に教えてくださっていればと残念に思ったりしています」
（122－123頁）という。それは正直な感想であろう。
　そして、憲法担当の教師の授業は憲法の成立過程を述べるだけで、学生
たちが聞きたいと思っていた自由や民主主義の本質について語ってくれな
かったと不満を述べている。アメリカが日本に提示してきた自由と平等、
政治における民主主義が新憲法の骨格にあり、それが当時の学生の関心の
まとになっていたからである。
　山田の回想にはこのほかに、新制大学に移行するなかで、笛木正治に代
表される、新たに採用された教師の名前があげられている。
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17．『望雲』における当時の教師生活
　『望雲』はY専卒業生の思い出を収録した文集であるが、冒頭に野田の『昭
和二十一年日記抄』（ 1－ 9頁）が載っている。それは、終戦の翌1946〔昭
和21〕年の夏休みの日記（ 6月30日から 9月23日まで）である。この日記
を見ると、戦後の混乱期をY専の一教師がどのように生き、生活していた
かをうかがい知ることができる。
　野田は当時久保山（西区）に一軒の家の半分を借家していた。経済的な
状況はきびしかったが、研究活動に専念しており、夏休み中であったが、
Y専だけでなく、関東学院の学生などの指導にも熱心にあたっている。
　まず、経済的な状況からみていくと、「今日月給を呉れる」（ 7月19日）、
「学校にゆき、俸給を貰う」（ 8月17日）のほか、「学校にて月給呉れる由
に出掛けたるも会計不在」（ 9月17日）、翌日「学校にゆくも月給貰へず」
（ 9月18日）とある。後日受領したようであるが、その点は書かれていない。
　また、 7月12日に「本日ボーナス六百円程貰う」とある。そして、「弘
明寺の本屋にゆき古本四十五冊売る。わずか二十円にがっかりする」（ 7
月 1日）と。物価も高騰し、「トマト二箇十五円に驚く」（ 7月 8日）、「泥
鰌（ドジョウ・筆者）を買う。百匁二十五円にて妻が驚く。数年ぶりにて
楽し」（ 7月11日）と書いている。さらに、買い物のことだけでなく、親
しい人びとの間で食料品のやりとりがあったことや、ご馳走をしたり、し
てもらっていたことで、苦しいなかで互いに助け合っていたことを明らか
にしている。
　生活のためのインフラも当時は十分でなく、衛生状態もよくなかった。「水
道昼間は出ず、夜注水。行水す。」（ 7月20日）、「夕刻、渡部医師来り一家
にコレラの予防注射をしてくれる」（ 7月24日）、「午前、家ダニ退治のた
め天井掃除をする」（ 9月22日）とある。そして、盗難にもあっている。「空
き巣にレインコート盗まる」（ 7月 4日）、「朝、栽培せし南瓜を盗まる」（ 8
月22日）と書いている。
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　それでは、このような環境のなかで、野田はどのように研究活動を行っ
ていたのであろうか。この日記によると、毎週金曜日は午前中に大体教授
会が開かれており、出席している。たとえば、「教授会出席。山田、佐藤、
相原氏に会ひ、夕刻まで話す。」（ 8月23日）とある。教授会のあと、山田
長夫、佐藤豊三郎、相原良一などと議論していることがわかる。
　 7月12日は金曜日ではあったが、夜間の英語専修科の入試があり、教授
会はなかった。「午後、早瀬、佐藤氏と書庫の三階に登る。アメリカ関係
の原書数冊借りる」とある。
　夏休みに入って間もない 7月 2日、学校で早瀬、相原、佐藤と会い、ア
メリカ思想体系の相談をする。「小生の担当はミードの行動主義哲学なり」
とあるが、 7月だけで、田辺元著『ヘーゲル哲学と弁証法』（ 4日）、三木
清著『文学史方法論』（ 6日）、中川芳太郎著『英文学史』と河合栄次郎著『学
生生活』（ 8日）、『芥川龍之介全集（第 5巻）』と杉村広蔵著『哲学と経済
学の交渉』（16日）、ラスキー著『自由主義の勃興』（17,18日）、池上謙三著『文
化哲学基礎論』（30日）などを読んでいる。
　暑くて読書しづらい 8月にも、アリストテレス著『形而上学』（ 3日）、
羽仁五郎著『明治維新』（13日）、山内得立著『現象学叙説』などを読んで
いる。
　当然のことながら、本の購入も熱心に行っている。市内だけでなく、東
京に出向いて購入している。たとえば、「帝大（東京大学・筆者）図書館
にゆく。本郷前で「江戸文学と支那文学」、「平賀源内全集」、「歳時記」な
どを買う」（ 7月27日）、「東京に行く。神田にて本を買ひ、また大学図書
館にゆく」（ 8月21日）という。
　そして、研究成果の公表にも余念がなかった。夏休み初日（ 6月30日）
に「近藤忠義氏を訪問。朝日新聞社の「古典全書」の打ち合わせをなす。
日本評論社の「古典読本」の担当も頼まれる」、「朝日新聞社を訪る。古典
全書編集長李家氏と会う。原稿用紙千枚貰う」（ 7月 5 日）、「午前上京。
帰りにペリカン書房に寄り自著出版の打ち合わせなどする」（ 7月15日）、
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「ペリカン書房に「江戸時代小説史論」の出版を頼む」（ 7月22日）、「午前
東京にゆく。本郷に行ってペリカン書房を訪ねる。「江戸時代小説史論」
は本年暮刊行とのこと」（ 8月 8日）とある。
　そして、教授会のあった 9月 6日には、山田、佐藤、相原と語っている
が、自分のゼミナールについて書いた感想を収録した、復刊したばかりの
『横浜経専時報』が刊行されたと述べている。
　さらに、学生に対する教育活動について見ると、夏休みに入ってもゼミ
ナール（ 2年生）の指導にあたっている。休み中で参加できない学生もい
たが、「午後、自宅にて二年ゼミナール」（ 7月10日）とし、 4名の学生が
各自発表している。「明治経済史関係多し」という。
　 7月20日午前は 2年生ゼミナール、午後は 3年生が来宅している。そし
て、 7月28日、 8月 4日、10日、11日、 9月 8日、10日、22日などに数名
の学生と会っている。このほかに、学生が個人として野田の自宅を訪問し
ている。さらに、 8月25日には、関東学院のクラス会にも参加している。
ここからは、野田の学生との関係はきわめて密であり、土曜日、日曜日も
ない生活であり、教育に打ち込んでいることがわかる。
　このなかで、 9月 8日に「午後、安藤公三郎、加藤俊策、斎藤慶司君 3
名来る」と書いているが、ここに出てくるY校出身の斎藤君は当時 3年生
で、翌1947〔昭和22〕年に、慶應義塾大学に進学し、のちY校の教員や慶
應義塾大学大学院を経て、慶應義塾大学商学部教授になっている（永瀬武
稿「スピリット」、『Y校百十年』、31－133頁）。
　熱心な指導に学生たちは心から感謝していたのであろう。 7月19日のと
ころを読むと、「午後、上京。田村広、加藤俊策、安藤公三郎、林三喜夫、
鈴木進の諸君の招待にて、帝劇（帝国劇場・筆者）の「真夏の夜の夢」を
観る」と書いている。土方与志の手堅い演出であったが、舞台が狭くて効
果がなかったと評している。しかし、そこに至るまでの学生側の大変さを
想像すると、まさに教師冥利に尽きる招待であった。
　なお、野田の夏休み日記には、家族や親族などの個人的な事情のほかに、
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さらにふたつのことが明らかにされている。そのひとつは、アメリカの影
響がでていることであり、アメリカの研究書を読むだけでなく、「配給に
進駐軍のメリケン粉があった」（ 7月11日）、「進駐軍に働いている人からベー
コンをもらった」（ 7月28日）、「米軍のシチューをご馳走になった」（ 8月
17日）、「アメリカのタバコをもらう」（ 8月29日）などと記している。
　もうひとつは、終戦によって日本は平和となり、文化的なものを求める
動きがうまれていることである。すでに述べた「真夏の夜の夢」を観たあ
と、 7月22日の上京の折に、銀座でアメリカ映画「カサブランカ」を観て
いる。「アメリカ映画はテンポと感情があって面白い」という。
　 9月 5日には、院展、二科展、江戸趣味展覧会のために、東京の上野に
出向いている。「（前田・筆者）青邨の「鯉」中村香似「蛍」等目に残るも
の多し。平等院の雪景色、牡丹の大作、朝顔などなかなか良し。（横山・筆者）
大観は「樹海」の富士、雪中の竹と梅の古木を描いて低調。二科展は面白
くなし」と評価している。
　さらに、19日には「シネマパレスにて「情熱の航路」を観る」、22日には「午
後、横宝（横浜宝塚劇場・筆者）にて「商船テナシティー」を観る。むか
し、林文雄君と本郷座にて観し頃を思い出す。良き映画なり」としている。
このように、戦時中にはできなかった心の豊かさを求めることが再びでき
るようになっている。
　この日記には、「後註」がついている。当時横浜は焼け野原の状態であり、
進駐軍のキャンプがあちこちにできて、町はアメリカ兵であふれている。
そのなかでY専は復活を目ざしていたが、自身については学生になにを教
え、どのような方向に進ませるかに悩んでいる。
　自分の専門は文学であるが、もっと根本的に人間とはなにか、科学とは
なにかを知りたくて乱読したのだと野田は述べている。そして、教育は教
壇から天下り的に知識を与えるものではなく、人間と人間のぶつかり合い
だという信念のもとに、学生に接触していたという。日記はまさにそれを
素直に示している。
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18．『Y専の沿革と回顧』におけるY専の再生
　校長の前田は「Y専二十三年の思い出」の最後の部分で、Y専の再生に
ついてつぎのように述べている。「昭和二十年の終戦で世相は又大回転を
遂げた。商業と商業教育とは再び安泰であり、我々の学校は他の専門学
校と共に新制大学となる情勢が馴致（じゅんち・筆者）せられた。昭和
二十二年十月開校六十五周年（Y校・筆者）を我々は落ち着いた気持ちで
希望を以って記念祝賀した」（17頁）。
　ここには、簡潔であるが前田の本当の思いが吐露されている。前途はわ
からないが、戦時のきびしかった制約から解放され、Y校65周年とY専20
周年を祝えることができる安堵感が漂っている。そして、Y専が大学にな
ることへの期待もこめられている。
　そして、早瀬の「Y専と私」では、終戦によって自由の身となった彼は、
ただちに前田と対面し、学校への復帰の希望を伝えている。終戦後のY専
の再建は港都横浜の復興につながるとの確信のもとに、横浜経済研究所の
再生に彼は関心をもっている。前田はこの考えをうけ入れ、早瀬は1946〔昭
和21〕年 1月にY専に復帰し、研究所の主任になっている。この時の彼の
喜びはいかばかりであったろうと思う。
　「間もなく、小原教授も復帰された。研究所機関誌、Y専研究会の機関
誌の再刊、新聞部の復活など私たちは戦前の態勢をいち早く取り戻した。
専門学校の機関誌として恐らく我国で最も早く復活し得たものではなかっ
たかと思う。教授陣容の拡充も次第に成り、教室もY校から元のY専校舎
に移転し、幸に焼け残った図書館書庫の修理などを行った」（27頁）。
　彼のこの記事を読むと、Y専再生の足音が確実になっていることが伝わっ
てくる。早瀬は『Y専の沿革と回顧』のなかで、「第一部　Y専の沿革概要」
も書いており、ほぼ同じような指摘を行っているが、その記述は、喜びを
おさえたたんたんとしたものである。
　「暑休明け十月（1945年・筆者）早くも学園復興はその緒についたが、
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本校校舎は戦時に市立医専の占有につづいて一時軍の占有に属したため、
著しい破損を受け、Y校々舎も戦時中空襲罹災者の臨時収容所となり、終
戦後一部は食糧営団の倉庫となりたること等のため損害無数、Y専との共
同使用下に両校共多くの不便を忍ばなければならなかった。
　昭和二十一（1946・筆者）年に及んで次第に学園の秩序は回復した。Y
専は戦災で校長公舎、研究所、図書館、学生集会所、同食堂を失ったが、
幸い校舎と二万冊余の蔵書を容れた書庫とが無事であったために秩序の回
復が速やかであった。今年度から、Y専は木造校舎に移転し只管修理と整
備につとめた。同年 9月学生新聞（『横浜経専時報』・筆者）の復刊第一号
の刊行されたこともここに付記しておかなければならない」（ 9頁）。
　すでに述べたように、Y専は存続のために学生定員の半数化を行うとと
もに、経済専門学校（経専）と改称し、この時期も経専のままであった。
また、建設当初から学生には満足ではなかった木造の 2階建校舎は医専に
明け渡され、さらに軍の占有に移っており、その間Y専は再びY校校舎に
同居していたが、ようやく専用校舎に戻っている。自分たちの校舎に帰る
ことは、破損していたとはいえ、Y専の教員と学生にとって大きな喜びで
あったにちがいない。
　ふたつの記述からは、戦災で多くの施設を失っているが、図書館の書庫
が焼け残るという幸運が示されている。そして、研究所の機関誌や学生新
聞（前述の『横浜経専時報』・筆者）の復刊などが比較的早く行われ、さらに、
早瀬の復帰、新教員の採用によって、スタッフが充実したことも明らかに
されている。
　「Y専と私」では、翌1947〔昭和22〕年になると、初の公選市長となっ
た石河京市は、Y専に対して関心がり、経済研究所は横浜市立経済研究所
として独立予算を獲得している。当然のことながら、「私たちは研究所が
横浜市民の活用する機関となり、又卒業生の勢力とも深く結びつくことを
念願した」（27頁）。また、横浜経済懇談会を組織し、ビジネスパーソンと
接触する機会をつくり、それとともに横浜貿易協会とタイアップして学生
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の貿易研究会を指導している。さらに、「学内教授の研究発表会と共に例
年のごとく市民公開の講演会開催した」（28頁）。
　このようにして、1949〔昭和24〕の新制大学発足までに、経済研究所は
大学の研究所に移行するだけの力量をつけるに至っている。そして、新制
大学発足時に研究所をもっている大学は少なく、それは「母体たるY専の
発展の大なる賜物」（28頁）のおかげであるとしている。
　この同じ時期（1947年）について、「沿革概要」のなかで、早瀬はY専
が復活しはじめ、次第に昔の面影を回復して、 6月から 7月にかけて研究
所が新制中学校の社会科教員の講習会を実施したこと、10月にはY校の65
周年の記念祝賀会がきわめて盛大に行われたこと、12月には研究所主催の
アメリカ研究講演会が開催されたこと、などを明らかにしている。
　それでは、戦後Y専に復帰したもうひとりの小原の思い出は、どのよう
になっているであろうか。彼の記述はやはり必ずしも多くないが、きわめ
て思いのこもったものになっており、それだけにY専再生の動きを確実に
知ることができる。
　「戦争が終わり、学校から復帰をすすめられると、私は歓んで学校に帰っ
てきた。そして、図書館と研究室は焼けたけれども校庭の公孫樹は戦火に
も焼けず、すくすくと成長しているのを見出した。それと同じように古い
同僚の幾人かはいなくなっていたが、その代わりに新しくきた数人のすぐ
れた学徒がY専の学燈を守り続けているのを見て心から嬉しく思った。私
はその後、『研究論集』の復刊、同僚の論文集『近代雇用理論の展望』の出版、
Y専を母体とする横浜市立大学の誕生などをみてから、えにしの深いY専
から去ること（一橋大学への転出・筆者）を許してもらった。しかし、Y
専は私にとって永久に忘れがたい存在である」（78頁）。
　1940〔昭和15〕年10月に学校を去り、その後のY専のことは知らなかっ
たという小原であるが、再生期のY専にとってきわめて重要な役割を果し
ている。たとえば、早瀬が指摘したアメリカ研究講演会でも、Y専から小
原と早瀬がスピーカーになっている。
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　つぎに、田島四郎の思い出をみることにする。終戦前後のことについて
はすでに述べたので、ここではY専の新制大学への移行時の苦労を明らか
にしたい。長年の生徒課担当から教務課に移った彼は、Y専の大学昇格の
メドがついたところで、責任者としてこれまでの制度のままで 3年間で卒
業する学生への対応と、 4年制の大学に進みたい学生をスムーズに進学さ
せるための対応に苦労している。そして、前田校長や他の教員の配慮と努
力によって、両者の問題をクリアすることが可能になっている（39頁）。
　会計学のオーソリティとして知られていた田島のY専生活の大部分は、
生徒課であり、学生指導にまじめに取り組んだ彼は、学生や教員の一部か
ら良く思われていなかったことがあり、この回顧のなかでもそのことを気
にしている。役割上きびしく学生に対応しなければならない教師の姿がそ
こにあり、若いときに授業をきびしくコントロールしたことのある筆者と
しても、田島に対して共感と同情の念を禁じ得ない。いずれにせよ、田島
のこの時期の苦労のひとつは、新制大学に移行する際の学生への対応につ
いてであった。
　そして、もうひとり、Y校、Y専、横浜への熱い思いを述べたのが、相
原良一である。戦時中万一のときには学校と運命をともにするつもりでい
た彼は、早瀬とはちがって、Y専の具体的な再生について一切ふれていな
い。むしろ、新制大学への移行によってもY専はなにも変わっておらず、
別物になったという感じはないとしている。
　横浜や神奈川というローカルな地域のY校から、全国の学生を集めるY
専が誕生し、「第二次大戦を契機として、更に第二の脱皮をして、市大商
学部へ成長したと考えるとき、私としては、之で学校がなくなってしまう
のだという暗い感じよりも、むしろ、次々に旧套を脱して成長してゆく、
生命力の方が強く感じられて、寧ろ明るい感じがする」（63頁）としている。
　彼の記述でもうひとつ注目すべきは、Y専の底流にある校長前田が重視
した自由主義の精神であり、それが教員間で共有され、続いていることを
指摘していることである。それは、早瀬や小原などが強調しているアカデ
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ミズムの継続とともにY専の特徴であり、このふたつがY専には並存して
いた。
　自分を育ててくれた横浜市は関東大震災や戦災によってひどく貧乏にな
り、「学校は何時も最低生活に甘んじなければならなかったが、学校全体
の空気は、どことなくのんびりしていて、くったくがなく、万事にこだわ
りがなくて朗らかだった。…（中略）…このくったくのない融通無碍な性
格の奥には、常に自由主義が底流していて、ひどい型破りや、強いてある
型に押し込もうとする力が働くと無意識の間に反発したようである」（64頁）
としている。つまり、戦後の混乱期にあっても、Y専にはこのふたつの精
神がしっかり生きていたのである。
　以上が、『Y専の沿革と回顧』における教員の思い出であるが、このな
かからいくつかの点について説明をつけくわえたい。
　そのひとつは、校長前田が述べたY校65周年である。『横浜経専時報』
（第11巻、1947〔昭和22〕年12月 1 日）によると、10月24日から28日まで
の 5日間に及んでいる。初日の24日はY校講堂で記念式典を行い、 2日目
の25日は文芸部の児童綴方発表会、演劇部の公演が行われ、そして、25日
から27日までの 3日間ダンス・パーティを開催している。このパーティは
15.で今井信夫や山本甚之助が述べたものであろう。
　 3日目の26日はYMCAの講堂で名士講演会が行われ、高垣寅次郎の「日
本貿易の進むべき道」、高橋誠一郎の「福沢諭吉の『帝室論』」のふたつの
プログラムが実施されている。他方、Y校講堂では音楽会「独唱と合唱の
午後」のほか、児童文化研究会の発表などが行われている。この発表会に
ついては、15.で鳥居忠雄が述べたものに符合していると考えてよい。また、
野球部のOB戦や、中等学校の珠算・庭球・卓球の競技大会も行われている。
　 4日目の27日はY校講堂で学内講演会が開催され、講師と演題は早瀬利
雄「アメリカ独立宣言の現代性」、佐藤豊三郎「最近のアメリカ経済学」
のほか、学外から大道安次郎「スミス経済学の現代的意義」の 3本であった。
この日には、貿易研究会の研究発表や演劇部の英語劇の公演も行われてい
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る。最終日の28日にはインターゼミ研究会、新聞部の「話の泉」、ラグビー
部の対横浜専門学校戦、市内中等学校討論会の決勝戦などが行われている。
　終戦から 2年しかたっていなかったが、Y専とY校は協力して、まさに
“オールY校”として力を結集し、多様なプログラムからなる記念イベン
トをみごとに成功させている。そして、これは終戦後の混乱した時期にあ
るY校とY専の再生を示しているが、さらに、学校関係者だけでなく、横
浜の一般市民にとっても明るい希望の光になっている。
　ふたつめは、早瀬が指摘した小原の復帰と、早瀬と小原が主張した教員
スタッフの充実によるY専の教育面での再生である。 6年ぶりの小原の復
帰は1946〔昭和21〕年10月のことであり、翌11月の「アメリカ経済」の初
講義で、学生に対して情熱をこめた言葉を与えている（『横浜経専時報』
第 3号、1946年11月15日）。
　「灰塵に帰した横浜、Y専、さらに日本を興すものは諸君等学生である。
諸君は須らく大望をもってもらいたい。…（中略）…然し、それは空虚な、
形式だけの大望であってはならぬ。真理と正義とによって裏付けられた人
格をもった大望でなくてはならぬ。…（中略）…真理と正義とを堅持する
ことによって敗戦の祖国日本を再建し、再興し、社会人類をより高い地位
に引き上げるべき責務のあることを銘肝し、学校に居る間は熱心に勉学に
励んでもらいたい」と。
　彼は真理と正義にもとづく大望をもって、祖国日本だけでなく、人類の
ために貢献することを学生に強く訴えている。そこには、終戦後の世界平
和、民主主義、日本の復興への強い思いが格調高く表明されている。
　小原の復帰はY専の再生につながるが、この時期新たなスタッフもくわ
わってくる。『横浜経専時報』（第 5 号（1947年 3 月15日）、第14号（1948
年 3 月16日）、などで、1947〔昭和22〕年度の開講ゼミナールを見ると、
安彦孝次郎、早瀬利雄、田島四郎、森泰吉郎、山田辰夫、定方鷲男、吉田
彌男、前田新太郎、野田壽雄、相原良一、田仲益見、佐藤豊三郎、笛木正
治や復帰の小原敬士のほかに、河本博介（貨幣論）、岡林弘一（中国経済史）、
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長屋有二（配給論）、岩下重男（社会政策・社会学）、柳下勇（社会学理論、
Y専14期）が新たにくわわって、ゼミナール指導が熱心に行われている。
　食糧難やインフレの進行などによって困難の状況におかれていたが、戦
時中に勉強ができなかった当時の学生たちの知的な欲求はきわめて高く、
懸命に学習している。1946〔昭和21〕年12月には、ゼミナールの代表者に
よる学内のインターゼミ研究会が開催されている。このときの研究会はき
わめて熱気あふれるものであり、報告者のなかに「無能教授排斥集会」を
解散させるスピーチを行った田島ゼミナールの青柳文司と一杉哲也がいた。
のちに青柳とともに商学部教授となる一杉は、佐藤豊三郎のゼミナールに
属し、「経済発展の基礎構造」をテーマに発表している。このように、教
授だけでなく、学生もそれぞれ懸命に努力している。
　Y専のもうひとつの再生は、いうまでもないが、研究面であり、アカデ
ミズムに関するものである。早瀬が指摘したように、経済研究所は市長石
河の支援もあって、新制大学横浜市立大学発足の基盤になっている。とは
いえ、教育だけでなく、研究を行うには十分な環境とはいえなかった。機
関誌などに研究成果を発表しようとしても、外部要因ともいうべき紙の絶
対的な不足と印刷費の高騰などがあって、印刷物をつくること自体がきわ
めて困難であった。これまで引用してきた1951〔昭和26〕年の『Y専の沿
革と回顧』の現物を現在の著作物と比較してみると、それがきわめて粗末
なものであることは一目瞭然である。
　〈資料27〉は、『横浜経済研究所時報』の復刊第 1号（1947〔昭和22〕年
4月）に「復刊の辞」を書いた校長前田の言葉である。1933〔昭和 8〕年
の『月報』の第 1号から通算して40号目にあたっているが、39号は1941〔昭
和16〕年の発行であったから、 6年ぶりの復刊になる。
　前田の喜びは大きかったと推察されるが、「復刊第 1号成るを告ぐ」で
はじまる文章は、けっして長くはないものの、その決意は堅い。「今日こ
そ学者が一層書斎に閉籠ると共に一層街頭に進出して日本経済再建に努力
しなければならない秋であり」と述べている。そして、この復刊第 1号は、
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戦前のY専が成果をあげた「アメリカ研究」を特集にし、以下の内容から
なっていた。
　　復刊の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　前田幸太郎
　　アメリカ国営企業の新形態
　　　―テネシイ峡谷開発会社（TVA）―　　　 早瀬　利雄
　　アメリカ社会主義運動史素描（ 1）　　　　　 山田　長夫
　　スラング　　　　　　　　　　　　　　　　　相原　良一
　　富の分配の動態理論　　　　　　　　　　　　佐藤豊三郎
　　自由の哲学的考察　　　　　　　　　　　　　野田　壽雄
　〈資料28〉は、40号の巻末にある研究会の開催案内である。これを見ると、
Y専のアカデミズムが明らかに再生しつつあることがわかる。そして、ア
メリカ研究がやはり主なテーマになっている。
　なお、『横浜経済研究所時報』は、横浜市立大学への移行にともなって、
1950〔昭和25〕年 2月から『経済と貿易』と改称されるので、前年の44・
45合併号（1949年 9 月）をもって終了している。『経済と貿易』の第 1号
となる通巻46・47号（1950年 2 月）も、「アメリカ研究」を特集しており、
42・43合併号（1949年 9 月）などにも、アメリカ研究の成果が多く収録さ
れている。つまり、アメリカ研究の伝統が確実に継承されていたのである。
19．Y専は輝いていた！――おわりに
　横浜市立大学図書館に、ボロボロになった大学発足時の『横浜市立大学
要覧』（昭和24年度）がある。〈資料29〉はその表紙である。冒頭の沿革大
要を見ると、1947〔昭和22〕年 3月の学校教育法の施行によって、横浜市
は市立専門学校の大学昇格の準備をスタートさせている。
　戦後の民主化、行政の地方分権化とともに、大学教育行政の地方への委
204
横浜市立大学論叢社会科学系列　2018年度：Vol.70 No.3
譲が進められるのではないかとの期待のもと、横浜市は市内に所在する 4
つの官公立専門学校――横浜高商（工業経営専門学校）、横浜高等工業学校、
Y専（横浜経済専門学校）、1947〔昭和22〕 7 月に開校したばかりの旧制
度の大学令による横浜医科大学の予科――を統合して、「横浜綜合大学」
を設立する方向で動きを進めている。しかしながら、大学の地方への移譲
は無理となり、統合は困難になってしまう。
〈資料
28〉
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　そこで、横浜市は検討の結果、市立のY専と医科大学および予科の統合
だけを目ざして大学を設立することとし、1948〔昭和23〕年 7月に文部省
に大学設置の申請書を提出している。翌年 2月、横浜市立大学は商学部と
医学部設置の指令を文部省からうけている。ただちに開校の準備を行い、
校地は国からの払い下げをうけて、横浜医科大学予科が使用していた金沢
区六浦町4646・元海軍航空技術廠跡の土地・建物とし、 4月下旬に入学試
験を行い、 6月 1日に第 1回目の入学式を挙行している。
　医科大学と予科は旧制度の大学令にもとづくものであったために、予科
〈資料
29〉
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は在学生の卒業をまって、1951〔昭和26〕年 3月で閉校している。そして、
Y専校舎のあと、南区浦舟町 2丁目に移転した医専を継承した医科大学は、
翌52〔昭和27〕年度から新制医科大学にきり替わって、横浜市立大学医学
部として包括されることになった。
　なお、1949〔昭和24〕年 4月にY専は、「横浜市立大学商学部に発展し、
昭和26年 3 月現在の在学生卒業を待って廃校となる予定である」（ 3頁）
とされている。18.で、田島がY専の大学昇格のメドがたったところで、
これまでの制度の 3年制で卒業させるか、新制大学の 4年制に進学させる
かの対応に悩んでいたと述べたが、過渡期にはこのような問題がでていた
のである。そして、Y専の最後の入学生となる1948年組の 2年修了者は、
新制大学の 2年生に編入されることになった。
　このようにして、Y専は23年というその短い歴史を終えている。Y専に
とってY校の存在はきわめて大きい。Y校がなければY専は存在しなかっ
た。Y校の昇格があってY専が創立され、商業教育の高等教育化を推進し
てきた。そして、キャンパスも一時期Y校に同居していたので、 2校あわ
せて“オールY校”といわれて当然のことであった。
　もっとも、Y校関係者の思いとは別に、Y専の創立は思ったほど早くは
進まなかった。官立高商のなかで横浜高商の設立は遅いほうであり、それ
に刺激をうけてY専づくりが行われることになるが、関東大震災の発生に
よって遅延せざるをえなかった。したがって、明治、大正、そして昭和の
初期における商業教育の高等教育化のなかで、Y専の創立は早いとはいえ
ず、むしろ遅いほうである。Y校は創立も古く、“先駆性”や“パイオニア
性”があるが、Y校のうえにつくられたY専のほうは3.でも述べたが、高
等教育化のなかでは早いとはいえなかった。
　わが国における商業教育の高等教育化の動きは、おおまかにいえば、昭
和の初期までの時期（前期）と、1965〔昭和40〕年以降の時期（後期）に
大別できる。後者は第二次世界大戦後の経済成長と企業活動の発展により
“経営学ブーム”が出現し、これをうけて、商業教育に経営学教育がくわ
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わるかたちで経営学部が多くの大学に設置される展開となった。
　その後も経営情報学部や国際経営学部、さらに福祉・観光系学部など、
情報化やグローバリゼーションの進展などの環境変化のなかで、いわゆる
大学院教育を含めたビジネス系の高等教育が広範に発展し、現在に至って
いる。このようなふたつの時期との関係でいえば、Y専は前期に属してお
り、前期のなかでは遅いほうであったが、後期設立の学校に比較すると、
はるかに歴史がある。
　ところで、横浜市内の他の高商は、新制大学の発足によってどのようなっ
たのであろうか。官立の横浜高商は横浜国立大学経済学部、横浜専門学校
は神奈川大学経済学部、そして、関東学院の高等商学部は関東学院大学経
済学部になっている。Y専を除けば、いずれも「商学部」ではなく、「経
済学部」として再出発している。
　全国の官立高商も、小樽商科大学の商学部を除いて、新制国立大学の経
済学部になったように、ほとんどが経済学部であった。ちなみに、 3商大
については、一橋大学となった東京商科大学・東京産業大学は商学部と経
済学部、大阪商科大学は大阪市立大学の商学部と経済学部、神戸商業大学
は神戸大学の経営学部と経済学部になっている。
　このように、横浜市内の前期設立の高商は、Y専以外は経済学部で再出
発している。後期には商学部の横浜商科大学が設立され、横浜国立大学が
経営学部を併設している。神奈川大学は平塚市に国際経営学部を設立した。
そして、2017〔平成29〕年には関東学院大学が経営学部をつくっている。
　21世紀に入って、横浜市立大学は独立法人化（2006〔平成18〕年〕にと
もなって学部の統合が行われ、商学部は消滅して「国際総合科学部」の経
営科学系に改変されている。しかし、2019〔平成31、令和元〕年には再び「国
際商学部」にもどり、Y専以来の伝統が守られることになる。この再生商
学部は新たな伝統をどのようにつくりあげていくのであろうか。
　さて、設立は早いほうではなかったものの、Y専はきわめて短期間のう
ちに充実をはかり、専門学校・高商としてのレベルが高く、大学に近いも
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のになっていたと評価されている。東京に隣接する地の利（優位性）を生
かして、東京商科大学出身などの優秀な教員の採用が容易であったのであ
ろうが、創立以来Y専には教育だけでなく、研究に熱心な教員が集まり、
しかも共働していたと考えられる。それにより、Y専はまさに輝いていた
のである。
　3.で述べた戦前までの高等教育の二重構造のなかで、大学と高商の質的
なちがいは、大学が理論的な志向性を重視しているのに対して、高商は実
践的な志向性が強く、貿易や商業実務に役立つ実用的な教育を重視すると
ころにあると考えられていた。
　その意味でいえば、Y専は実践的な志向とともに理論的な志向性も強く、
両方の性格をあわせもっていた。それは、Y専が商業学的研究を中心にす
ると同時に、経済学的、社会学的研究を重視することによって可能になっ
ていたとみてよい。この点は、9.の昭和18年 3 月の『横浜商業専門学校一
覧』のカリキュラムのところでも明らかにした。
　筆者の横浜市立大学在職中、商学部は「総合社会科学的な学部」である
という言葉をしばしば耳にした。単なる商学部ではなく、それを超えてい
るということであるが、それは、いま述べたことによっている。
　そして、このような大学に近いレベルの研究と教育を可能にしたのは、
校長前田のアカデミズムの精神と、研究の拠点としての「経済研究所」で
あった。Y校にとって美澤進が偉大な師であるのと同じように、前田幸太
郎はY専にとって絶大なリーダーであった。廃校という最大の危機にあっ
たY専を救ったのは、なによりも彼の思いの強さと力量によっているが、
それ以外の場面でも、彼はその力量をいかんなく発揮している。
　そして、研究拠点としての経済研究所は、若い教師たちを刺激し、「ア
メリカ研究」という特筆すべき成果を短期間に生みだして、Y専アカデミ
ズムのプラットホームとなった。しかし、残念ながら戦時に向かうなかで「ア
メリカ研究」を続けることがむずかしくなり、最終的には成果を公表する
ことができなくなる。
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　戦争は残酷である。『Y専の沿革と回顧』のなかで山田長夫は、「戦争は
常に優秀なる若人を犠牲にする」といったが、まさにそのとおりである。
『一期一会』や『望雲』という文集がそれを示している。そして、「戦争は
研究や教育を死滅させる」と筆者も思う。
　なお、終戦から新制大学発足までのけわしく短い時間のなかで、Y専が
「アメリカ研究」を復活させることができたのは、教員たちの思いが強くあっ
たということである。自由になったとはいえ、きびしい環境のなかで研究
に執念をもやし、それを論文にして書いて「印刷物」として公表すること
が、学ぶ者の最大の責務であると、当時のY専の教師たちは考えていたの
であろう。そして、これは、歴史を超えた学者の普遍的な価値である。
　ところで、Y専は学生が一生懸命に勉強したことでも輝きをみせていた。
Y校の出身者もいたが、学生は全国から集まり、熱心な教師のもと研鑽に
励んでいた。しかし、教師がどれほど一生懸命になったにしても、学生が
それについていかなければ、学校は輝くことはできない。
　Y専では、「教員はみんなよく勉強した。そして、学生諸君もよく勉強
した。」という小原敬士の言葉をもう一度思い起こしたい。また、田島は
勤労動員中に職場に本を持ちこんで勉強している学生の姿に心を打たれて
いる。そして、山田長夫は勉強熱心な勤労動員中の学生のために、参加自
由の日曜学校を開いていた。さらに、『望雲』の野田の夏休み日記を見ると、
戦後の混乱のなかの休み中も学生の指導にあたっている。
　Y専は創立の比較的早い時期から演習（ゼミナール）指導を重視してい
る。そこでは、教師と少人数の学生の間に密度の高い関係性が維持されて
おり、学習へのモティベーションや教育効果の向上に役立っている。しか
も、学習の意欲と能力が高ければ、その向上はいっそう高まり、そしてそ
れが教師の指導と研究を促進するという好循環をつくりあげる。おそらく、
Y専のゼミナール指導には、この好循環があったと思われる。
　〈資料30〉は『望雲』（137頁）に収録されているY校校舎と、1949〔昭
和24〕年当時の教員の写真である。
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　筆者の商学部でのゼミナールも、それが学生の高い学習意欲と能力によっ
て支えられたことを経験した。小原流にいえば、「学生諸君はよく勉強した」
のである。そして、Y専の伝統が生きているのかと感じ、筆者も教師とし
ての満足感を得たものである。
　Y専が生きた時代の環境は順調ではなく、きわめてきびしい逆境にあった。
戦時にむかい、そして実際に戦争に直面している。小原が述べた「過ぎに
し美しき日々（アルテン・グーテン・ターゲ）」は確実にあり、それによっ
てY専は輝き、その社会的評価を高めたが、学校がおかれていた環境に目
をむけると、大変な時期を生きていたのである。
　Y専の設置者である横浜市の財政は豊かでなく、相原良一の言葉でいう
と「貧乏で、またケチン坊」であったかもしれない。しかし、教師たちは
それに負けることなく、その能力を十分に発揮するとともに、チームワー
クの良さを示している。Y専の隣接地の清水ヶ丘には官立の横浜高商があ
り、Y専は研究や教育環境の面でかなり見劣りしていたようであるが、そ
れとは関係なく、Y専は光り輝いていたのである。
 （2019.1.7.）

